
台
湾
に
お
け
る

「
日
本
的
労
務
管
理
」

一
、
は
じ
め
に

二
、
ケ

i
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
内
容

三
、
ヶ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
分
析

図
、
台
湾
企
業
の
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法

五
、
む
す
び

一
、
は
し
が
き

世
界
経
済
全
体
が
低
成
長
と
イ
ン
フ
レ
、
失
口
美
の
増
大
等
で
あ
え
い
で

い
る
中
で
資
源
の
な
い
日
本
が
す
ぐ
れ
た
国
際
競
争
力
を
世
界
に
示
し
て

い
る
@
そ
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
つ
の
有
力
な
見
解
と

し
て
日
本
的
経
営
論
が
あ
る
@
す
な
わ
ち
、
安
定
し
た
一
雇
用
関
係
に
基
い

た
日
本
的
経
営
が
、
日
本
の
経
済
成
長
と
す
ぐ
れ
た
国
際
競
争
力
を
支
え

る
重
要
な
モ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
的
経
営
論
は
、
年
功
賃
金
、
菓
議
制
と
い
っ
た
企
業
制
度
面

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
日
本
人
論
あ
る
い
は
臼
本
文
化
論
に
つ
な
が
る
集

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

の
適
応
性

孫

7c 

団
論
的
ア
プ

?
lチ
、
更
に
は
経
営
戦
略
論
か
ら
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
(
1
v
 

い
る
が
、
同
時
に
国
際
経
営
比
較
の
方
向
で
も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
日
本
的
経
営
を
各
国
に
導
入
す
る
必
要
性
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
研

ハ
2
)

究
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
国
際
比
較
と
い
っ
て
も
日
本
と
欧
米
先
進
国
と

の
経
営
比
較
が
中
心
で
、
日
本
と
発
展
途
上
国
と
の
比
較
研
究
の
例
は
極

め
て
少
な
い
。
と
り
わ
け
発
展
途
上
国
の
企
業
に
お
け
る
日
本
的
経
営
の

適
応
性
に
闘
す
る
研
究
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
状
、
品
の
中

で
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
的
経
営
の
中
心
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
日
本

的
労
務
管
理
の
台
湾
企
業
に
お
け
る
適
応
性
を
研
究
テ

1
マ
に
選
び
、
実

態
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
台
湾
企
業
七
社
の
訪
門
イ
ン
タ
ビ
斗
Tis-

を

も
と
に
し
た
実
証
分
析
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
第
二
節
で
は
、
調
査
し
た
七
社
が
ど
の
程
度
日
本
的
労
務

管
理
を
実
施
し
て
い
る
の
か
を
項
目
別
に
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
@

次
に
第
三
節
で
は
、
調
査
結
果
を
も
と
に
各
社
の
日
本
的
労
務
管
理
の

実
施
程
度
と
行
動
成
果
と
の
関
係
を
比
較
考
察
す
る
Q

日
本
的
労
務
管
理

一O
九
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の
特
徴
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
理
念
、
戦
略
、
制
度
・
慣
行
を
実
施
す
る
度

合
と
行
動
成
果
と
の
関
係
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
『
セ
オ
リ
ー

Z
』
で
打
ち
だ
さ
れ
た
「
J
タ
イ
プ
組
織

-
Z
タ
イ
プ
組
織
」
の
考
え
方

(

3

)

 

及
び
三
戸
公
教
授
の
「
所
属
型
組
織
・
契
約
型
組
織
」
の
理
論
を
援
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
す
る
。

第
凪
節
で
は
、
台
湾
企
業
の
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法
を
分
析
す
る
。

(

4

)

 

台
湾
で
は
従
業
員
の
聞
に
強
い
「
仕
事
の
財
産
権
」
の
観
念
と
激
し
い
労

働
移
動
が
あ
る
た
め
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
は
容
易
で
は
な
い
し
、
移
行

を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
調
査
対
象
に
し
た
七

社
で
の
具
体
例
を
み
な
が
ら
、
組
織
の
所
属
的
性
格
強
化
の
方
途
を
さ
ぐ

り
た
い
@

最
後
の
結
び
で
は
、
今
回
の
実
態
調
査
に
基
い
て
、
日
本
的
労
務
管
理

の
台
湾
企
業
へ
の
適
応
性
に
関
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
@

な
お
、
調
査
に
用
い
た
質
問
表
の
明
綱
、
調
査
企
業
別
の
詳
細
な
資
料
、

一
九
八
四
年
七
月
三

O
日
公
布
の
中
華
民
国
労
働
基
準
法
(
全
文
)
は
紙

幅
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
御
入
用
の

方
に
は
実
費
で
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
@
御
連
絡
を
願
い
た
い
。

ニ
、
ヶ

l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
内
容

-
調
査
対
象

台
湾
の
有
力
企
業
八
社
を
選
び
調
査
対
象
に
し
た
@
業
種
は
、
家
庭
電

器
製
造
業
、
石
油
化
学
、
貿
易
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
販
売
業
、
コ
ン
テ
ナ

海
運
業
、
ヨ
ッ
ト
製
造
業
の
計
八
業
種
で
あ
る
@
一
業
種
一
社
と
し
た
。

一一

O

し
か
し
、
ヨ
ッ
ト
製
造
業
の

D
社
は
資
料
不
足
の
た
め
途
中
で
分
析
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
局
七
社
の
調
査
・
分
析
を
行
っ
た
@
ま
た
、
白
山
社

は
一
九
八
四
年
の
経
営
危
機
を
境
に
管
理
シ
ス
テ
ム
に
大
幅
な
変
更
が
生

じ
た
た
め
、
同
一
企
業
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
変
更
以
後
は

S
社
と
し
て
区
別

し
て
銘
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

2

調
査
方
式

各
社
の
人
事
部
門
に
連
絡
を
と
り
、
質
問
表
を
事
前
に
渡
し
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
工
場
見
学
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
っ
た
@
原
則
と
し
て
一
社
に
つ

き
社
長
、
中
間
管
理
職
、
人
事
担
当
者
、
一
般
社
員
の
計
四
人
に
対
し
質

問
表
の
回
答
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
調
査
の
公
平
を
期
す
た
め

出
来
る
だ
け
異
な
る
パ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
性
別
・
学
歴
・
勤
続
年
数
・

入
社
方
式
)
を
持
つ
社
員
へ
の
質
問
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
よ
う
に
配

慮
し
た
@
一
人
当
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
間
は
、

ω分
か
ら
2
時
間
半
ま

で
の
範
囲
で
行
な
っ
た
@
被
面
接
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
場
合
は
テ

i
プ

・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
筆
記
に
よ
っ
た
Q

3

調
査
地
区

台
湾
省
台
北
市
、
台
中
懸
、
高
雄
勝

4

調
査
表

今
回
の
調
査
で
用
い
た
調
査
表
は
、
斉
藤
茂
一
編
『
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

〔

5
)

人
事
管
理
の
指
針
』
(
高
年
齢
者
覆
周
開
発
協
会
、
一
九
八
一
一
一
)
お
よ
び
B

(

6

U

 

本
労
働
協
会
編
『
わ
が
国
海
外
進
出
企
業
の
労
働
問
題

i
台
湾
編
』
(
日

本
労
働
協
会
、
一
九
七
五
)
の
二
書
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
三

0
項
目
は
、
『
高



齢
化
社
会
に
お
け
る
人
事
管
理
の
指
針
』
所
収
の
石
田
英
夫
「
白
本
企
業

の
人
的
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
」
で
示
さ
れ
た
石
田
指
擦
を
も
と
に
し
て
作

成
し
た
@

こ
の
調
査
で
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
石
田
教
授
の
指
摘
さ
れ

た一一一

0
項
目
を
用
い
た
理
由
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

ω
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
石
田
指
標
は

三
0
項
目
あ
り
、
数
が
多
く
、
包
括
的
で
か
つ
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
た

め
@川
項
目
を
大
き
く
分
け
る
と
理
念
、
戦
略
、
制
度
・
慣
行
、
行
動
成

果
の
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
行
動
様
式
(
理
念
、
戦
略
、
制

度
・
慣
行
)
と
行
動
成
果
と
の
相
互
関
係
を
調
査
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

同
各
項
目
が
す
べ
て
詳
し
く
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
被
面
接

者
に
各
項
目
の
意
味
を
誤
解
の
な
い
よ
う
に
正
確
に
説
明
す
る
こ
と
が
で

長
C

ス
ω

。
調
査
の
問
題
点
と
そ
の
解
決
方
法

調
査
の
問
題
点

ω
台
湾
企
業
で
は
、
会
社
の
人
事
状
況
と
制
度
を
外
部
に
公
開
し
た

が
ら
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
も
本
音
が
仲
々
ひ
き
だ
せ
な
い
Q

ま

た
必
要
な
資
料
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
@

凶
一
部
の
会
社
で
は
調
査
表
に
は
回
答
を
も
ら
え
た
が
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
は
応
じ
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
あ
っ
た
@

ω
被
面
接
者
の
中
に
は
自
社
に
対
す
る
理
解
不
足
か
ら
他
の
被
面
接

者
と
矛
盾
す
る
回
答
を
だ
し
た
@

5 

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

同
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
項
目
は
制
度
的
な
事
柄

よ
り
も
価
値
観
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
く
、
人
に
よ
っ
て
回
答
の
基
準
が

大
き
く
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
被
商
接
者
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
企

業
の
実
態
を
知
ら
な
い
た
め
、
説
明
を
十
分
し
て
も
各
項
目
の
理
解
木
足

か
ら
回
答
に
ひ
ず
み
が
生
ず
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

川
被
面
接
者
と
し
て
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
人
を
選
ん

だ
た
め
、
回
答
が
所
属
部
門
を
基
準
に
し
て
だ
さ
れ
、
会
社
会
体
の
状
況

と
一
致
し
な
い
ケ
l
ス
が
み
ら
れ
る
。

問
題
触
決
の
方
法

ω
回
答
が
会
社
の
公
式
見
触
に
か
た
よ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
経

営
者
だ
け
で
な
く
一
般
社
員
か
ら
も
回
答
を
も
ら
い
、
公
正
な
分
析
に
努

め
た
@
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
テ
l
プ
を
参
考
に
し
て
誤
解
・
理
解
不
足
か
ら

生
じ
る
誤
っ
た
回
答
は
訂
正
し
た
・
例
え
ば
、
六
五
歳
定
年
を
誤
っ
て
六

O
歳
定
年
と
回
答
し
た
場
合
な
ど
訂
正
し
た
@

6

分
析
方
法

川
各
被
面
接
者
に
は
質
問
事
項
ご
と
に
「

O
」
、
「
ム
」
、
「
×
」
で

回
答
を
出
し
て
も
ら
い
、
「
O
」
は
一

0
0、
「
ム
」
は
五

O
、
「
×
」

は
Q
で
換
算
し
て
統
計
処
理
を
行
な
っ
た
。

凶
平
均
値
と
は
、
各
社
に
お
け
る
各
被
面
接
者
の
平
均
値
で
あ
る
@

同
七
社
の
総
平
均
値
と
は
、
各
社
の
平
均
値
を
平
均
し
た
も
の
で
あ

る
。
但
し
、

S
社
は
七
社
総
平
均
値
の
計
算
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
@
ま

た
Y
グ
ル
ー
プ
の
総
平
均
値
は
⑪
平
均
値
で
あ
る
@
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同
個
人
総
平
均
値
と
は
、
個
人
別
の
三

0
項
目
の
平
均
値
で
あ
る
Q

以
上
が
今
回
の
分
析
方
法
で
あ
る
@
な
お
、
調
査
対
象
七
社
の
概
要
は

表
ニ

l
一
、
七
社
の
調
査
内
容
は
表
二

i
ニ
に
掲
げ
た
@

7

調
査
項
目

A
・
理
念

八
人
的
資
源
の
管
理

V

総
平
均
値
は
八
二
・
九
八
@
Y
社
の
五
Q
を
除
く
と
他
の
台
湾
企
業
の

各
平
均
値
は
八
七
・
五
か
ら
一
O
O
ま
で
と
高
い
。
日
系
企
業
N
社
の
平

均
値
は
七
O
で
あ
る
@
台
湾
の
大
手
企
業
は
、
人
的
資
源
を
企
業
に
と
っ

て
重
要
な
戦
略
的
資
源
と
考
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
@

〈
共
同
体
志
向
〉

総
平
均
値
は
七
四
・
O
五
@
台
湾
入
社
員
は
、
会
社
を
単
に
仕
事
を
し

賃
金
を
も
ら
う
場
所
で
は
な
く
、
更
に
高
い
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
場
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
@
高
い
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る
社
員
は
共
同
体

志
向
が
強
い
。

〈
集
団
主
義
〉

総
平
均
値
は
七
五
・
二
四
@
三
社
が
一
O
O
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Y

社
が
二
五
と
極
端
に
低
い
。

〈
階
層
平
等
主
義
〉

総
平
均
値
は
六
五
・
四
八
。
階
層
平
等
主
義
と
は
階
層
の
上
下
に
よ
る

権
力
や
報
酬
の
差
を
大
き
く
し
な
い
と
す
る
価
値
観
で
あ
る
。

T
社、

P

社、

s
-
U社、
N
社
の
各
平
均
値
は
八
O
か
ら
一

0
0と
高
く
、
階
層

平
等
主
義
の
理
念
は
強
い
。
他
方
、

L
社
、
Y
社
、

E
社
の
各
平
均
値
は

ニ
豆
か
ら
四
O
と
低
く
、
階
層
平
等
主
義
の
理
念
は
弱
い
@

〈
能
力
平
等
主
義
〉

総
平
均
値
は
三
六
・
O
七
@
能
力
平
等
主
義
と
は
、
能
力
や
業
績
に
よ

り
公
然
と
差
別
を
つ
け
ず
、
集
団
と
し
て
の
モ
ラ
ー
ル
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
。
全
体
の
数
値
が
低
い
の
は
、
台
湾
が
流
動
的
労
働

市
場
で
あ
り
、
熟
練
と
能
力
を
持
つ
社
員
は
一
つ
の
会
社
で
短
期
間
に
昇

進
し
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
別
の
会
社
に
移
動
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
そ
の

理
由
で
あ
る
。
社
員
の
多
数
は
早
期
エ
リ
ー
ト
選
抜
制
を
支
持
し
て
お
り
、

能
力
平
等
主
義
は
と
り
に
く
い
。
但
し
、
日
系
企
業
N
社
と
会
社
規
模
が
拡

大
し
賃
金
水
準
の
高
い

E
社
で
は
能
力
平
等
主
義
の
理
念
が
み
ら
れ
る
。

B
.
戦
略

八
労
働
市
場
の
内
部
化
〉

総
平
均
値
は
八
O
@
台
湾
系
企
業
の
平
均
値
は
五
O
か
ら
一
O
O
ま
で

(
7
)
 

で
あ
る
が
、
日
系
企
業
N
社
は
四
O
に
す
ぎ
な
い
。
内
部
労
働
市
場
の
具

体
的
な
特
徴
は
内
部
昇
進
、
内
部
配
転
、
内
部
教
育
・
訓
練
で
あ
る
。
そ

し
て
内
部
労
働
市
場
形
成
の
度
合
は
企
業
の
賃
金
水
準
と
採
用
方
式
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
J

す
な
わ
ち
賃
金
水
準
が
高
く
、
新
卒

採
用
を
行
う
会
社
は
内
部
労
働
市
場
を
形
成
し
や
す
い
。

N
社
の
値
が
四

O
と
低
い
の
は
、
同
社
が
台
湾
で
労
働
移
動
率
の
非
常
に
高
い
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
業
で
あ
り
、
且
つ
歴
史
が
短
い
た
め
に
内
部
労
働
市
場
を
深
く
形

成
し
え
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
Q

c・
制
度
・
慣
行

八
新
卒
採
用
〉



E 

関係会社数 31社 8社 1社 1社 2社 9社 14社

家業電製造石業油化学
コンピュ
語プ学販売テ業ー造自動業車製

コンテナ
業 種 貿易会社ーター販

売業 海運業

資 本 金
273億円慨 //吋吋/ (1982) (1984) I (1981 

士n: 上 高 1192億81)円
ω2億円I36億円 鈎億川円11 12田億円ク1673億円2400億円

(19 (1983) I (1982) (1984) I (1983) I (1981) (1985) 

経常利益 2億円 215億83)円/ /レ 61億81)円 240億85)円
(1981 (19 (1981) I (19 

日資本比 の
投率 5% 。 。 10悩| 。 。 。

総資産額 1700億〉円3816億円パ// 1590億〉円/ (1981 (1981) (1981 

被面接者数 5メ、 5人 3，人 5人 4人 4人 5人

従業員数 25，000人39，165人 70人 120人 605人〉11，792人〉 2，5994人〉
(1981) (1983) (1982) (1984) (1085 (1981 (198 

30年 6年 2年 8年 31年 16年

Y L 

要
一
概
一
の↑
t1111-

社
一
シ

マ
g

一

-

一一一

p

ηι
一

『

1
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表
「
l

N T 名業人
i乙

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

各会社調べ。(出所〉

一
一一一一
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社長 桂空t主任 昔日社11 ヰ' ~-;H 椛理 副王任 1Ui 課長 課長 社員 野E理 課長 社員 社封 制担、 平司ミ 総
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時J 主力 平
40 30 20 20 1 20 30 30 20 20 以) 30 28 30 :t~'J J~J 50130 20 
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引ヒ主三
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80 7円 出) 178 80 。。 70 :;0 目。 70 40 10 20 η、戸。~3.33 8C 
ぽ
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心 5ム() 40 
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ム|ム ム ノ 7011 X × × ×日 × X X × 。。 ム -、 co l 601151 

「τxム lへ、 Y丸 4011 () u 。 ム ム c 、 ム ムl ii136.67 ム 701172.02 
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75 81.25 62.5 75 7511 75 町5 羽目 81.2sl 50 25 1，，.2ζ '52.02 100 ょIlO100 8;.5 lun 日I:J 75.55 

66.67 56.11 白 2260 60 591152.7百回37 お37.78151.81 71.67 別 714032.78 日 2843.1efiS3.33 81.67 市 3378.8~ n56 ふ.).5663.43 

り、まん中の記守は、利川書/111についての

4.個人総平均値とは、制人30項目の平均値で古る
5. r経営審}JOJという m:日に才
回答であり、右の:己号は、
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金 宝: ずz '[ヅル」品7' ドクルーーマ |日村 S' 社

人 名 CX CE LE CW KW LX CB LC PA PS i主主 KTIK五4KX 

高E 門 人事 学校 P社 'P杜 総 P社 主主 |岩m外IlTim六

1正 f立 酎字長 ，，+':部長 王If技所員 職員 平ー 助菅 高専 高曹 助理 助理 'f-
司ι

社長 平

J円 ~Ij 男 写j 男 男 男
!'J 
男 男 男 女 女

t!J .tt) 
男男 男

j'J 
年 飴 50 40 40 28 28 20 30 30 20 20 

2282干 22年8 rt 正iJ 年 数 3年 2年
億 f山 {前 {車
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ーiムl ー仁へ1 ムロ

a.人的資源の重視 。 。 つム 。 90110 。 。 。 01100 。 100 
( 

。 。 100 

A 、 b.3長いiJ :々、よ、 l'】j f 、J 70 ム 。 。 ム 日ー 5010 。 。 100 

理 I~.;J 主義，^ /ιf、ー 60 ム ムぐ〕ム 三 7U 。。 。 。 100 

d.階 J!l T こ民 l ム l 日O ム ハ¥ハC1 " 、， f一、一 。。 。 。 100 

念 e .1m力[当立花 | /¥ 以)ム xl'<i 'L~ 三 。× × × 。
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a 新 HJ Iム 〉イ 1/ 4主 4U ムム 八心ム 日( /イ o。 。 01100 

b.男女|メ別J. 別 ム I へ
ご 1 ム 、(ノ (_¥f 、'11 50 ム ム ム 50

c 継続的教育投資 。 。 。 ム 。 90110 。 。 。 。 100 ム 50ム× O! 50 

d幅広い内部具動 ム ム ムム ム 50110 。 。 ム ム 8011 X ()ム ム o 66.67 
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C.技能 1:【] J 

~...，. I .~ 
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果
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総
平
均
値
は
四
一
・
四
三
@
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
Q

①
完
全
新
卒
採
用

E
社
と
町
山
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
@

@
新
卒
者
、
経
験
者
と
も
に
採
用
す
る
が
、
経
験
者
の
熟
練
宏
会
社

が
認
め
な
い
場
合

P
社、

T
社、

L
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
Q

①
完
全
中
途
採
用

S
社、

N
社、

Y
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
@

新
卒
採
用
と
中
途
採
用
を
比
較
す
る
と
、
新
卒
採
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
が
強
く
、
定
着
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
社
風

に
適
合
し
た
会
社
人
聞
を
育
成
し
や
す
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
一
方
で
膨
大
な
教
育
・
訓
練
の
費
用
と
時
聞
が
か
か
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
他
方
、
中
途
採
用
方
式
は
、
教
育
・
訓
練
に
費
用
と
時

間
を
か
け
な
く
て
も
0
・
J
-
T
を
通
じ
て
仕
事
宏
遂
行
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
会
社
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
弱
く
、
定
着
性
が
低
い
、
ま
た
社
風
に
適
合
で
き
な
い
ケ

i
ス
が
多
い

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
@

〈
男
女
区
別
・
差
別

V

総
平
均
値
は
五
一
・
四
一
ニ
。
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。

①
男
女
区
別
・
差
別
の
大
き
い
会
社

P
社、

T
社、

N
社
。
各
社
と
も
女
性
を
採
用
し
て
も
簡
単
な
事
務
に

し
か
っ
か
せ
ず
、
ま
た
昇
進
、
賃
金
の
面
で
も
男
性
社
員
と
の
間
に
大
き

な
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一
一
六

@
男
女
の
聞
に
部
分
的
な
区
別
・
差
別
の
あ
る
会
社

S
-
V
社
、
E
社
@
男
女
の
区
別
な
く
同
一
の
仕
事
を
さ
せ
る
部
門
も

あ
る
が
、
一
部
は
男
性
社
員
の
み
が
担
当
す
る
@
男
女
の
賃
金
格
差
は
小

さ
く
、
女
性
で
も
上
級
管
理
者
に
な
れ
る
@
例
え
ば
S
祉
に
は
女
性
課
長

(

8

)

 

が
お
り
、
E
社
に
は
女
性
協
理
が
い
ろ
@

③
男
女
の
聞
に
ほ
と
ん
ど
区
別
・
差
別
が
な
い
会
社

LJ位、

Y
社
。
こ
の
二
社
で
は
絶
対
平
等
主
義
の
原
則
に
立
ち
、
昇
進

.
賃
金
民
関
す
る
男
女
差
別
は
み
ら
れ
な
い
。

八
継
続
的
教
育
投
資
〉

総
平
均
値
は
七
二
・

O
二
@
台
湾
企
業
の
教
育
訓
練
は

0
・
J
-
T
が

主
力
で
、

o
f
f
-
-
-
T
と
し
て
は
海
外
の
大
学
院
(
主
に
ア
メ
リ
カ
)

へ
の
留
学
、
技
術
提
携
先
〈
主
に
日
本
〉
へ
の
見
学
な
ど
が
行
な
わ
れ
て

い
る
@
教
育
訓
練
は
次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
、
新
入
社
員
訓
練
@
二
、

基
層
管
理
者
訓
練
。
三
、
中
階
層
管
理
者
訓
練
。
四
、
昇
進
訓
練
@

七
社
の
う
ち

T
社、

P
社
の
教
育
制
度
が
最
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

八
幅
広
い
内
部
移
動
〉

総
平
均
値
は
四
八
・
五
七
@
E
社
と
P
社
で
は
内
部
移
動
が
制
度
化
さ

れ
て
い
る
。
他
の
五
社
で
は
中
階
層
管
理
者
の
み
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て

い
る
Q

内
部
移
動
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
社
員
の
相
互
理
解
の
深
化
、
熟
練

の
獲
得
、
労
働
意
欲
の
向
上
、
と
い
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

〈
内
部
昇
進
〉

総
平
均
値
は
七
七
二
ハ
ニ
。

一
般
に
台
湾
企
業
の
社
員
は
社
外
か
ら
採



用
さ
れ
た
管
理
者
に
強
い
反
抗
意
識
を
も
つ
た
め
、
頻
繁
な
社
外
人
事
は

社
員
の
モ
ラ
ー
ル
を
損
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
内
部
昇
進
中
心
の
人

事
が
な
さ
れ
る
a

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
外
部
か
ら
人
材
を
登
用

し
て
も
社
員
の
反
発
は
小
さ
い
。

①
企
業
内
部
で
適
当
な
人
材
全
調
達
な
い
し
訓
練
出
来
な
い
場
合
@

例
え
ば
会
計
士
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
が
あ
げ
ら
れ
る
@

①
会
社
の
歴
史
が
短
か
く
、
上
階
層
管
現
者
を
社
内
か
ら
調
達
出
来

な
い
場
合
。
例
え
ば
N
祉
の
営
業
部
経
理
。

③
経
営
の
失
敗
で
内
部
で
は
再
建
不
能
な
場
合
@

八
全
人
格
的
評
価
〉

総
平
均
値
は
八
豆
・
九
五
@
制
度
・
慣
行
の
一
六
項
目
の
う
ち
最
も
高

い
値
で
あ
る
@
ブ
ル

i
・
カ
ラ
!
の
人
事
考
課
は
生
産
高
、
熟
練
度
、
勤

続
年
数
を
基
準
に
さ
れ
る
が
‘
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
職
務
遂
行
カ
、
勤

続
年
数
、
一
史
に
協
調
性
、
忠
誠
心
も
基
準
に
さ
れ
る
。

八
年
功
・
能
力
賃
金
〉

総
平
均
値
は
五
三
・
四
五
。
台
湾
の
徒
業
員
の
場
合
、
年
功
賃
金
の
占

め
る
割
合
が
高
い
と
労
働
意
欲
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

出
来
る
。
従
業
員
は
、
賃
金
決
定
に
個
人
の
職
務
遂
行
力
を
適
度
に
反
映

さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
@
例
え
ば
P
社
、
T
社
、
N
社
の
宕
い
社
員
は

年
功
賃
金
の
占
め
る
割
合
の
高
い
こ
と
に
不
満
を
も
っ
て
お
り
、

P
在、

T
社
で
は
こ
こ
数
年
、
年
功
賃
金
の
占
め
る
割
合
を
徐
々
に
減
ら
し
て
い

る
@
賃
金
水
準
の
高
い

E
社
で
は
、
年
功
賃
金
に
対
す
る
不
満
は
な
い
@

八
系
統
的
残
業
〉

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

総
平
均
値
は
四
一
二
一
二
。
恒
常
的
に
残
業
を
行
う
T
社
、
N
社
、

E

社
と
行
な
わ
な
い

P
社、

S
社、

L
社、

Y
社
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。

T
社
は
長
期
雇
用
制
度
を
と
り
、
不
況
に
な
っ
て
も
レ
イ
・
オ
フ
を
し
な

い
。
景
気
が
よ
い
時
に
は
残
業
と
臨
時
ヱ
の
一
雇
用
で
対
広
し
、
不
況
に
な

る
と
残
業
を
や
め
臨
時
ヱ
の
解
雇
で
き
り
ぬ
け
る
。
残
業
は
長
期
雇
用
制

度
を
支
え
る
一
つ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
T
社
、

E

社
で
は
仕
事
に
応
じ
て
自
発
的
に
残
業
を
行
う
。
更
に
E
社
で
は
祭
日
で

も
必
ず
一
部
の
社
員
が
出
動
す
る
@
と
れ
は
会
社
の
経
営
理
念
の
具
体
化

と
言
、
え
よ
う
@

八
低
水
準
の
休
限
〉

総
平
均
値
は
七
五
二
三
つ
台
湾
の
米
系
大
手
企
業
で
は
、
週
労
働
時

間
は
五
日
、
四

0
時
間
の
場
合
が
多
い
@
こ
れ
に
対
し
て
七
社
の
労
働
条

件
は
惑
く
、
従
業
員
に
不
満
が
多
い
@
T
社
、

L
社、

P
社
で
は
一
週
間

の
労
働
時
間
は
六
日
で
あ
り
、

S
-
V
社
、
N
社
、

Y
社、

E
社
で
は
五

日
半
で
あ
る
。
有
給
休
暇
を
実
施
し
て
い
る
の
は
T
社
、

P
社
、
N
社
、

Y
社
で
、

S
-
V
社、

L
社
、
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
@
台
湾
の
大
手

企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
有
給
休
暇
を
実
施
し
て
い
る
が
、
中
小
企
業
で
は
実

施
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
@
新
労
働
基
準
法
で
は
す
べ
て
の
企
業
に
有

給
休
暇
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
@

八
雇
用
保
津
〉

総
平
均
値
は
七
六
・
七
九
@
N
社
、

P
社
の
女
性
社
員
を
除
け
ば
、
面

接
し
た
人
々
は
雇
用
保
障
に
つ
い
て
満
足
し
て
い
る
旨
の
回
答
を
出
し
て

い
る
@

一
一
七
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台
湾
人
は
社
員
の
解
雇
を
不
道
徳
と
み
な
す
面
が
あ
り
、
会
社
は
出
来

る
だ
け
社
員
の
解
雇
を
避
け
る
。
そ
の
た
め
会
社
が
余
剰
人
員
を
多
く
か

か
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
経
営
効
率
を
低
く
す
る
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
台
湾
の
従
業
員
は
、
雇
用
保
障
に
対
す
る
関
心
が
日
本
人
社

員
よ
り
極
め
て
低
い
。
そ
れ
は
労
働
移
動
の
機
会
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
上
階
層
管
理
者
や
長
期
勤
続
者
は
転
職
す
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

場
合
が
多
い
た
め
一
雇
用
保
障
に
対
す
る
関
心
は
一
般
社
員
よ
り
高
い
。

八
企
業
内
福
祉
〉

総
平
均
値
は
五
四
・
二
九
。
台
湾
で
は
社
会
福
祉
制
度
は
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
失
業
保
険
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
Q

七
社
の
う
ち
企
業
内
福
祉
が
比
較
的
す
ぐ
れ
て
い
る

T
社、

S
社
は

住
宅
ロ

I
ン
、
制
服
、
通
勤
手
当
、
社
内
食
堂
、
食
事
手
当
、
寮
な
ど
の

福
利
制
度
が
あ
る
が
、
他
社
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
従
業
員
の
簡

に
も
企
業
内
福
祉
に
対
し
て
強
い
要
望
が
あ
り
、
社
員
の
忠
誠
心
と
定
着

性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
企
業
内
福
祉
を
積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ

ろ、
7
。

八
早
期
定
年
〉

総
平
均
値
は
十
一
・
四
三
。
次
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
@

①
定
年
制
度
と
退
職
金
制
度
の
相
方
と
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
会

社。

S
-
U
社、

N
社、

L
社。

①
定
年
制
度
と
退
職
金
制
度
の
相
方
と
も
整
備
さ
れ
て
い
る
会
社
@

a
.
五
五
歳
志
願
定
年
、
六

O
歳
強
制
定
年
@
P
社
。

b
.
五
五
歳
志
願
定
年
、
強
制
定
年
な
し
Q
T
社、

Y
社
。
社
員
は
、

一
一
八

六
O
歳
に
な
る
と
退
職
金
を
も
ら
え
、
更
に
仕
事
を
継
続
出
来
る
@

c・
六
五
歳
定
年
。

E
社。

八
情
報
共
有
〉

総
平
均
値
は
六
六
・
一
二
一
。
台
湾
企
業
で
は
情
報
は
、
会
議
、
文
書
等

宏
通
じ
て
交
換
さ
れ
る
@

八
経
営
参
加
〉

総
平
均
値
は
五
三
・
八
九
@
経
営
参
加
は
資
本
参
加
、
利
減
参
加
、
意

思
決
定
参
加
に
分
け
ら
れ
る
。

①
資
本
参
加
。

T
社、

S
社
は
全
員
持
株
制
度
が
あ
り
、

E
社
、
シ

社
で
は
中
間
層
管
理
者
以
上
に
持
株
制
'
皮
が
あ
る
。
他
の
四
社
で
は
資
本

参
加
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
@

②
利
潤
参
加
u
E
社
を
除
く
六
社
で
は
、
年
度
ボ
ー
ナ
ス
額
を
そ
の

年
の
利
潤
に
よ
っ
て
計
算
し
て
い
る
。

③
意
思
決
定
参
加
。

E
社、

N
社
を
除
く
五
社
で
は
、
決
定
が
よ
か

ら
一
方
的
に
流
さ
れ
}
般
社
員
が
意
思
決
定
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
少

な
L
O

八
企
業
内
組
合
〉

総
平
均
値
は
四
二
・
八
六
@
製
造
業
の
P
社
、

T
社、

Y
社
に
は
企
業

内
組
合
が
あ
る
@
サ
ー
ビ
ス
業
の
他
の
四
社
で
は
、
組
合
は
組
織
さ
れ
て

い
な
い
。
台
湾
の
組
合
法
に
よ
る
と
、
同
じ
地
区
ま
た
は
同
じ
工
場
内
で

二
O
歳
以
上
の
労
働
者
が
三

O
人
以
上
い
る
場
合
は
産
業
別
組
合
ま
た
は

(

9

)

 

職
業
別
組
合
を
組
織
す
る
義
務
が
る
@

〈
慕
議
制
〉



総
平
均
値
は
コ
二
・
九
。
富
市
議
制
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
日
系
企
業

の
N
社
で
は
、
実
際
に
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
管
理
者
で

あ
り
、
台
湾
入
社
員
に
は
そ
れ
に
参
加
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
と

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
指
摘
さ
れ
た
@
B
社
は
富
市
議
制
と
経
営
者
決
定
制

の
両
方
を
行
っ
て
い
る
。
他
の
五
社
で
は
菓
議
制
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

D
・
行
動
成
果

〈
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〉

総
平
均
値
は
五
九
・
七
六
@
行
動
成
果
の
八
項
目
の
う
ち
最
も
低
い
。

但
し
、

E
社
が
九
O
、
Y
社
が
一
六
・
六
七
と
極
端
に
離
れ
て
い
る
他
は

各
社
と
も
五

O
か
ら
七
五
の
数
値
が
で
た
@

八
労
働
意
欲
〉

総
平
均
値
は
七
二
・
三
八
。
新
卒
採
用
を
行
ヲ
て
い
る
Y
在、

E
社
で

は
平
均
値
は
一

O
Oと
高
い
@
個
人
販
売
業
績
に
よ
っ
て
賃
金
が
決
定
さ

れ
る

L
社
も
労
働
意
欲
の
平
均
値
は
一

0
0で
あ
る
。
他
方
、

T
社、

P

社、

Y
社
の
平
均
値
ぽ
一
六
・
六
九
か
ら
五

O
と
低
く
、
こ
れ
ら
三
社
は
共

通
し
て
従
業
員
数
一
万
人
安
越
す
大
企
業
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

八
技
能
向
上
〉

総
平
均
値
は
七
=
一
・
三
三
@
社
員
の
技
能
向
上
は
会
社
の
教
育
投
資
と

正
の
相
関
関
係
が
あ
る
。
特
に
台
湾
人
従
業
員
に
は
「
仕
事
の
財
産
権
」
の

意
識
が
強
く
、
会
社
を
「
職
業
訓
練
所
」
と
み
な
し
、

0
・
J
・
T
に
限
ら

ず
o
f
f
-
J
-
T
の
実
施
を
も
強
く
要
求
す
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

〈
テ

l
ム
・
ワ
ー
ク
〉

総
平
均
値
は
七
二
了
八
六
。
例
え
ば
日
系
企
業
N
社
の
台
湾
入
社
員
の

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

平
均
値
が
七
五
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
人
社
長
は
こ
れ
よ
り
低
い
回
答

を
出
し
て
い
る
。

T
社
社
員
か
ら
は
、
台
湾
企
業
の
チ

i
ム
・
ワ

i
ク
は

実
際
に
は
必
ず
し
も
よ
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

〈
弾
力
的
な
職
務
行
動
〉

総
平
均
値
は
六
七
・
一
四
@
台
湾
入
社
員
は
弾
力
的
な
職
務
行
動
を
と

る
と
い
う
考
え
が
稀
薄
で
、
社
員
が
急
に
欠
勤
し
て
も
上
司
の
指
示
が
な

い
限
り
欠
勤
者
の
仕
事
は
放
置
さ
れ
る
。
代
理
人
制
度
を
実
施
し
て
い
る

会
社
も
あ
る
が
、
社
員
間
で
の
自
発
的
な
仕
事
の
代
理
は
行
な
わ
れ
て
い

な
い
@
こ
う
し
た
点
が
日
系
企
業
N
祉
の
日
本
人
社
長
が
強
く
不
満
を
感

ず
る
部
分
で
あ
る
。

八
定
量
相
性
〉

総
平
均
値
は
八

0
・
一
二
@
今
回
調
査
し
た
七
社
は
台
湾
で
は
比
較
的

教
育
・
訓
練
の
整
備
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
社
員
は
入
社
後
二
、
一
二
年
で

熱
練
を
身
に
つ
け
る
と
中
小
企
業
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
対
象
に
な
る
@
数

字
を
見
る
限
り
各
企
業
の
定
着
牲
は
高
く
て
も
、
潜
在
的
に
は
社
員
の
転

職
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
労
働
移
動
率
の
高
い
台
湾
企
業
に
お
い
て

如
何
に
定
着
性
を
高
め
る
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

で
き
よ
う
@

〈
勤
怠
・
規
律
〉

総
平
均
値
は
八
九
・
五
二
。
三

0
項
目
の
う
ち
最
も
高
い
平
均
値
で
あ

る
@
し
か
し
、
例
え
ば
日
系
企
業
N
社
で
は
、
台
湾
入
社
員
四
人
の
平
均

値
が
八
七
・
五
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
人
社
長
は
五

O
と
い
う
回
窓
口
を

出
し
て
お
り
、
日
本
人
社
長
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
感
覚
的
な
ズ
レ
が
あ
る

一
一
九
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こ
と
も
拒
め
な
い
。

八
協
調
的
労
使
関
係
〉

総
平
均
値
は
八
八
・
二
一
。
台
湾
に
は
戒
厳
法
と
労
俵
糾
紛
処
理
法
が

あ
り
、
事
実
上
労
働
者
の
ス
ト
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
@
労
使
間
の
公
然
た

る
衝
突
は
見
ら
れ
ず
、
会
社
へ
の
不
満
は
社
員
の
転
職
と
い
う
形
で
解
消

さ
れ
る
@

三
、
ヶ

i
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
分
析

本
節
で
は
調
査
で
得
た
セ
祉
の
各
平
均
値
な
ら
び
に
総
平
均
値
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
動
様
式
ハ
理
念
、
戦
略
、
制
度
・
慣
行
〉
と
行

動
成
果
と
の
相
互
関
係
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

3
・
1

調
査
の
信
溶
性

今
回
の
実
証
分
析
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
点

が
あ
る
@

川
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
三

0
項
目
が
日
本
企
業

を
対
象
に
し
て
実
証
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
実
際
に
ど
の
程
度
こ
の
よ
う

な
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三

O
一項目

だ
け
を
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
@

同
各
社
四
人
ず
つ
実
施
し
た
調
査
の
回
答
の
信
頼
性
を
ど
の
程
度
の

も
の
と
判
断
す
る
か
@

ま
ず
第
一
の
問
題
点
と
な
る
日
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
を
措
定
す
る
に

あ
た
っ
て
は
学
会
内
で
も
定
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
論
者
に
よ
っ
て

一二

O

様
々
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
す
で
に
「
調
査
方
法
」
の
項
で

述
べ
た
よ
う
に
、
本
調
査
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
石
田
指
標
が
三
O

項
員
と
数
が
多
く
、
ま
た
包
括
的
で
か
つ
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
る
最
良
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
行

動
様
式
と
行
動
成
果
の
比
較
を
行
う
上
で
も
便
利
で
あ
り
、
更
に
各
項
目

が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
て
調
査
の
厳
密
性
を
高
め
る
上
で
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
た
@

第
二
に
回
答
の
信
窓
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
信
頼
度
の
高
い

J

ア

l
タ
を
得
る
た
め
に
調
査
表
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
質
問
を
併
用
し
た
@
ま

た
同
一
項
目
に
関
す
る
回
答
が
管
理
職
と
社
員
と
の
問
で
か
け
離
れ
て
い

る
ケ
l
ス
が
あ
る
た
め
、
一
社
当
り
の
平
均
値
と
は
別
に
、
更
に
細
か
く

各
社
の
管
理
者
と
社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
を
と
っ
て
比
較
し
、
回
答
の

信
頼
性
の
順
位
を
つ
け
た
。
こ
れ
が
分
析
を
行
う
上
で
の
一
つ
の
特
徴
で

あ
る
。以
上
の
諸
点
を
前
提
に
し
て
分
析
を
す
す
め
る
。

各
デ

l
タ
は
次
の
よ
う
な
表
に
ま
と
め
た
。
表
三

l
一
は
、
七
社
の
被

面
接
者
会
員
か
ら
得
た
回
答
の
平
均
値
で
あ
る
。
表
三

i
ニ
は
、
各
社
の

被
面
接
者
の
う
ち
一
般
社
員
の
回
答
の
平
均
値
で
あ
る
@
表
一
ニ

i
一一一は、

管
理
者
の
回
答
の
平
均
値
で
あ
る
。
表
三

i
四
は
、
各
社
ご
と
の
理
念
、

戦
略
、
制
度
・
慣
行
、
行
動
成
果
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
平
均
値
を
管
理
者

と
社
員
別
に
分
け
て
示
し
、
そ
の
差
を
と
っ
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
@

こ
の
表
三

l
四
で
は
、
各
社
ご
と
に
管
理
者
と
社
員
別
の
総
平
均
値
の
差

の
大
小
か
ら
順
位
を
つ
け
、
信
頼
性
の
高
さ
を
示
す
指
標
と
し
た
@
す
な
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略|平均値

40 50 100 。
90 90 50 70 。。
90 100 50 40 87.51 66.67 
50 80 66.67 10 01 33.33 

制 価賃金

100 100 83.33 60 1001 0 
70 100 83.33 100 75i 83.33 
80 50 。60 37.51 66.67 

度 100 01 16.67 70 12.5 。
暇 100 60 100 50 87.5 50| 

100 40 100 100 37.5 100 

f実
90 50 100 10 。100 。70 。

行
80 80 83.33 501 37.51 33.33 
50 40 94.44 301 41. 671 44.44 
100 100 。 O! 01 100 
20 10 。901 01 33.33 

平均値 1 72.5163.751吋吋叫 44.441
理念，戦略，制度・慣
行の総平均値

70 
50 
100 
701 
701 
70 
90 
1001 

組織コミットメント
労働意欲
技能向上
チーム・ワーク
弾力的な職務行動
定着性
勤怠・規律
協調的労使関係

行

動

成

果

イ直均

平均値

平総
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表 3-3

E 

人的資源の重視 100 100 100 66.67 100 50 100 

理
共同体志向 100 100 100 66.67 100 25 100 

集階層団主平平義等等主義義
83.33 75 100 66.67 100 25 100 
66.67 100 100 83.33 33.33 50 50 

能力 主 50 。01 66.67 16.67 。75 
〆ぺ合斗、、

平均値 85 

戦
労働市場の内部化

166何 判33.331 100 

略 平均値
166.671 1山ベ 100 

50 50 100 。。。100 
83.33 75 50 50 。。50 
100 100 100 50 100 75 75 
50 100 100 16.67 。25 100 

帝リ
100 100 100 66.67 100 。100 
66.67 100 50 100 100 100 100 

度
66.67 25 01 66.67 50 75 75 
100 。 01 83.33 16.67 。100 
100 75 100 501 83.33 50 50 . 
100 50 100 100 33.33 100 75 

慣
100 50 100 16.67 。100 50 。100 。。。。25 

行
83.33 75 501 66.67 50 25 100 
501 41. 67 100 33.33 44.44 41. 67 100 
100 。。。100 。

33.3 。 O[ 83.33 。25 50 
平均値 173. 961 65. 115…|卜5
組J織コミットメント 83.33 75 。50[ 83.33 25 100 
労働意欲 66.67 75 100 83.33 100 25 100 

行
技能向上 100 75 01 66.67 100 75 100 
チーム・ワーク 83.33 100 501 66.67 83.33 50 100 

動 弾力的な職務行動 83.33 75 501 66.67 66.67 25 100 
成 定着性 66.67 75 50 100 50 100 100 
勤怠・規律 83.33 100 100 66.67 100 50 100 

果 協調的労使関係 100 100 O[ 83.33 83.33 75 100 

平均値 |卜83.33…lい同~川必町山3幻叩7い921_~~. 331 吋 100 
総平均値 |叫3.061 60ド8.33卜6.481叫 82.5
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の動動様式の比較

慣行 行動成果 総 計

管理者|謹|差|順位 管職|社賞|差

4.17 3 100 93.75 6.25 5 82.50 78.61 6 

15.28 1 83.33 68.75 14.58 2 56.48 37.78 18.70 l 

3.65 4 83.33 68.75 14.58 2 77.22 8.89 3 

3.29 5 84.38 70.84 13.54 4 73.06 66.30 6.76 4 

6.77 2 72.92 78.13 5.21 6 58.33 60 1. 67 7 

2.09 6 43.75 84.38 40.63 1 60 69.72 9.72 2 

1. 04 7 53.13 501 3.13 7 44.72 40 4.72 5 

一
二
回

わ
ち
間
同
一
項
目
に
対
す
る
被
面
接
者
の
回
答
の
ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
も
の

ほ
ど
回
答
の
信
頼
度
が
高
い
と
推
測
し
た
@

3
・
2

各
社
の
行
動
様
式
と
行
動
成
果
の
相
互
関
係
の
検
討

臼
本
的
労
務
管
理
は
日
本
企
業
の
生
産
力
の
高
さ
を
支
え
る
一
つ
の
大

き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
@
台
湾
企
業
に
お
い
て
も
日
本
的
労
務

管
理
を
適
用
す
る
こ
と
が
生
産
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
か
@
こ

の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
七
社
に
お
い
て
日
本
的
労
務
管

理
に
共
通
す
る
特
徴
を
も
っ
行
動
様
式
の
度
合
と
行
動
成
果
と
の
関
係
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
忠
わ
れ

る
。
各
社
の
行
動
様
式
ハ
理
念
、
戦
略
、
制
度
・
慣
行
)
と
行
動
成
果
の
比
較

を
行
う
た
め
に
表
三

l
五
を
作
成
し
た
。
こ
の
表
を
見
る
限
り
行
動
様
式

と
行
動
成
呆
と
の
聞
に
特
別
な
相
関
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が

表
三
l
i
四
の
中
で
信
頼
度
の
低
い
と
思
わ
れ
る

L
社
と
シ
社
の
二
社
を
除

き
、
あ
ら
た
め
て
行
動
様
式
と
行
動
成
果
を
比
較
す
る
と
、
表
一
二
l
i
六
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
正
比
例
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
行
動
様
式

の
平
均
値
が
高
い
企
業
ほ
ど
そ
の
企
業
の
行
動
成
果
の
平
均
値
は
高
い
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
臼
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
一
言
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
様

式
を
強
く
も
つ
会
社
ほ
ど
行
動
成
果
も
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
@
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
的
労
務
管
理
の
採
用
を
め
ぐ
り
行
動
様

式
と
行
動
成
果
と
の
聞
に
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
に
は

対
象
企
業
が
五
社
と
少
な
く
、
こ
の
結
果
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
は

慎
重
に
な
ら
ざ
る
安
え
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
視
点
を
か
え
て
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
的
経
営
の
適
応
性
を
テ

i
マ
に
し
た
著
作
『
セ
オ



7社の一般社員と管理者

ド
理念、 戦略 制度・

管町宮|差 l順位 管理者諸|差|順位 管理者諸
E 85 85 。6 100 3 71.88 67.71 

L 70 30 40 1 100 1001 0 3 36.11 20.83 

T 80 60 20 2 66.67 8.33 2 73.96 70.31 

P 751 66.67 8.33 5 100 100 。3 65.10 61. 81 
N 70 90 20 2 33.33 50 16.671 1 48.96 42.19 

S' 80 80 。6 100 100 。3 59.48 59.29 
Y 30 10 50 50 。3 44.79 43.75 

表 3-4
台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
怯

リ
I
Z』
で
打
ち
だ
さ
れ
た
理
論
を
も
と
に
先
の
仮
説
を
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
@

3
・
4

J

タ
イ
プ
組
織
と

Z
タ
イ
プ
組
織

『
セ
オ
リ
ー

z』
の
著
者

w
・
G
・
オ
オ
ワ
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の

う
ち
安
定
的
な
特
徴
を
有
す
企
業
を

A
タ
イ
プ
組
織
、
日
本
企
業
で
安
定

的
な
特
徴
を
有
す
企
業
を
J
タ
イ
プ
組
織
と
時
ぷ
@
両
者
の
特
徴
を
ま
と

め
る
と
表
コ
了
七
の
よ
う
に
あ
ら
わ
せ
る
。
対
照
的
な
特
徴
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
オ
オ
ウ
チ
教
授
は
J
タ
イ
プ
組
織
を
研
究
し
て
い
く
う
ち

に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
に
も
J
タ
イ
プ
組
織
と
類
似
し
た
特
徴
を
有
す
企
業

が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
ら
は
言
わ
ゆ
る
超
一
流
企
業
で
あ
り
、

例
え
ば

I
B
M
、
P
&
G
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
イ
ー
ス
ト

マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
オ
オ
ウ
チ
教
授

は
こ
の
タ
イ
プ
の
組
織
を
Z
タ
イ
プ
組
織
と
呼
ぶ
。

Z
タ
イ
プ
組
織
の
特
徴
は
J
タ
イ
プ
組
織
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
と
言
っ

て
よ
く
、
①
終
身
一
雇
用
、
①
非
専
門
的
な
昇
進
コ

l
ス
、
①
非
明
示
的
な

管
理
機
構
、
④
集
団
に
よ
る
意
意
決
定
、
⑤
人
に
対
ナ
る
全
面
的
な
関
わ

り
、
の
五
点
に
お
い
て
共
還
す
る
@
他
方
、
次
の
二
点
に
お
い
て
両
者
は

異
な
る
と
い
う
。

川
乙
タ
イ
プ
組
織
に
お
け
る
昇
進
と
人
事
考
課
は
、

J
タ
イ
プ
組
織

の
そ
れ
よ
り
早
い
@

同

Z
タ
イ
プ
組
織
に
お
い
て
は
個
人
責
任
が
重
視
さ
れ
る
が
、

J
タ

イ
プ
組
織
に
お
い
て
は
集
団
責
佳
が
問
題
と
な
る
@

一
二
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
二
号
ハ
一
九
八
五
年
〉

表 3-5 7社の行動成果と行動様式の比較

陸宮軍部繍成同 )1リ智慧;:鐸引 位順会社名

1 74.39 l 77.5 E 

5 53.81 2 79.67 L 

2 72.27 3 77.5 T 

3 66.82 4 76.25 P 

6 53.18 5 75 N 

4 64.90 6 70.83 S' 

7 39.90 7 52.08 Y 

較
一
叫
一
様
'
均
一

む
一
動
略
平

悌
一
清
戦
辺

閣
一
芝
山
行
ト

剖
蚕
理
了

糊
漏
出
l

l

l

-

一三
出

一

順

一

社

一

蹴

一

町
民
一
一
一
拍
一

5
一
一
接
平
一

3
一
面
の
一

寸
一
被
果
一

表
一

位)1債会:注名

1 74.39 1 97.5 E 

2 

4 

3 

5 

72.27 

66.82 

53.18 

39.90 

2 

3 

4 

5 

77.5 

76.25 

52.08 

75 

T 

N 

Y 

P 

一
二
六

以
上
が
J
タ
イ
プ
組
織
と

Z
タ
イ
プ
組
織

の
共
通
点
と
相
違
点
で
あ
る
@
J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
と
も
す
ぐ
れ
た
経
営
カ
を
発
揮
し

て
お
り
、
従
っ
て
こ
れ
ら
と
共
通
す
る
特
徴

を
有
す
組
織
は
行
動
成
果
も
高
い
こ
と
が
推

論
で
き
る
。

で
は
先
に
分
析
対
象
に
し
た
五
社

(
L
社

と
V
社
を
除
く
〉
は
J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
の

有
す
特
徴
と
の
共
通
点
を
ど
れ
ほ
ど
も
ち
、

ま
た
行
動
成
果
と
の
関
連
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
@
表
三

i
八
は
、
『
セ
オ
リ
ー

Z
』
で
示
さ
れ
た
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ

プ
組
織
の
有
す
特
徴
と
今
回
の
調
査
項
目
と

を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
@
但
し
、
「
非

明
示
的
な
管
理
機
構
」
に
対
応
す
る
項
目
が

今
回
の
調
査
に
は
な
い
た
め
比
較
対
象
か
ら

は
除
外
し
た
@
対
応
関
係
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
終
身
雇
用
l
雇
用
保
障
@
遅
い
人
事
考

課
と
昇
進

l
能
力
平
等
主
義
。
非
専
門
的
な

昇
進
コ

l
ス
1

幅
広
い
内
部
移
動
。
集
団
に

よ
る
意
思
決
定

i
慕
議
制
。
人
に
対
す
る
全

面
的
な
関
わ
り
共
同
体
志
向
。

表一ニ

l
八
を
み
る
と
J
タ
イ
プ
、

z
f
イ



表 3-7 Jタイプ組織とAタイプ組織の特徴の比較

Jタイプ組織の特徴 Aタイプ組織の特徴

済台 終身雇用 短期雇用

お
It 遅い人事考課と昇進 早い人事考課と昇進
る
ー「

日 非専門的な昇進コース 専門化された昇進コース

非明示的な管理機構 明示的な管理機構

理 集団による意思決定 傭人による意思決定L_ 

。コ

適応 集団責件 個人責任

'性

人に対する全面的関わり 人に対する部分的関わり

表 3-8 5祉(L:社とS'祉を除く〉の調査結果と WTheoryZ~ の結果との比較

組J織タのイ共プ組同織特徴とZタイプ I 対応する項目 I E I T I p I N I y 
終身雇用 100 

遅い人事考課と昇進 。
非専門的な昇進一 [ 幅広い内部異動| 
非明示的な管理機構 レ~I
集団による意思決定

一 人に対する全面的な関 I 共同体志向一 わり
Fじ

平均値 40 

順位 5 

行動成呆の煩位 5 
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Zタイプ組織と E社

プ
の
特
徴
を
有
す
度
合
と
行
動
成
果
と
の
対
応
関
係
は
完
全

な
比
例
関
係
に
は
な
い
が
、
か
な
り
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
@
す
な
わ
ち
雨
タ
イ
プ
の
組
織
特
徴
を
強
く
有

す
企
業
ほ
ど
行
動
成
果
が
高
い
こ
と
が
こ
の
表
か
ら
看
取
で

き
よ
う
。
こ
れ
ら
五
社
の
う
ち
行
動
成
果
が
最
も
高
く
、
ま

た
J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
と
最
も
類
似
し
た
組
織
特
徴
を
有

す
の
が
E
社
で
あ
る
@
組
織
特
徴
を
基
準
に

J
タ
イ
プ
組

織、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社
の
関
係
を
図
示
す
る
と
図
一
ニ

l

一
の
よ
う
に
な
る
。

J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
と
E
社
の
相
違

点
は
E
社
の
一
犀
局
保
障
が
若
干
弱
い
こ
と
で
あ
る
。

Z
タ
イ

プ
と
J
タ
イ
プ
の
相
違
点
は
、

Z
タ
イ
プ
の
人
事
考
課
と
昇

進
が
J
タ
イ
プ
よ
り
早
い
点
で
あ
る
。
そ
し
て
斜
線
の
部
分

で
示
し
た
共
通
特
徴
は
、
「
非
専
門
的
な
昇
進
コ

i
ス
」
、
「
集

団
に
よ
る
意
思
決
定
」
、
「
人
に
対
す
る
全
面
的
な
関
わ
り
」

の
三
点
で
あ
る
が
、
「
遅
い
人
事
考
課
と
昇
進
」
「
終
身
一
雇
用
」

の
二
点
も
大
き
く
相
違
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
結
局
こ
れ
ら

五
項
目
の
特
徴
を
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社

は
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
@

3
・
3

所
属
型
組
織
・
契
約
型
組
織

J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社
に
お
い
て
み
ら

れ
た
共
通
点
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
ま
た
そ
れ
は
如

何
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

間
題
宏
一
二
戸
教
授
の
「
所
属
型
組
織
・
契
約
型
組
織
」
の
理

Jタイプ組織，図 3-1



論
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
明
す
る
こ
と
に
す
る
@
三
戸
教
授
は
、

所
属
型
組
織
と
契
約
型
組
織
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
組
織
へ
の
個
人
の
参
加
様
式
、
組
織
と
個
人
と
の
基
本
的
な
関
係
の

タ
イ
プ
と
し
て
、
契
約
と
所
属
の
二
者
が
考
え
ら
れ
る
@
諸
個
人
が
契
約

に
基
づ
い
て
組
織
を
形
成
し
、
組
織
を
成
立
せ
し
め
て
い
れ
ば
契
約
型
組

織
と
な
り
、
個
人
が
組
織
に
所
属
と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
れ
ば
、
そ
の

組
織
は
所
属
型
組
織
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
Q

た
と
え
ば
軍
隊
は
一
般
的
に

所
属
型
で
あ
る
し
、
企
業
は
契
約
型
で
あ
る
Q

そ
れ
は
、
日
本
も
欧
米
も
同

じ
で
あ
る
@
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
企
業
と
欧
米
の
企
業
を
と
っ
て
み
た
と

き
、
日
本
の
企
業
は
契
約
的
側
面
を
も
っ
と
同
時
に
よ
り
以
上
に
所
属
的

性
格
を
強
固
に
も
ち
、
欧
米
の
企
業
は
所
属
的
性
格
が
な
く
は
な
い
が
庄

(

口

)

倒
的
に
契
約
に
基
づ
い
て
企
業
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
」
。

ま
た
「
所
属
型
組
織
は
全
人
格
的
・
無
限
定
的
・
長
期
持
続
的
に
参
加

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
契
約
そ
の
他

限
定
的
・
短
期
的
な
関
係
に
お
い
て
組
織
と
関
係
し
、
組
織
を
形
成
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
は
組
織
成
長
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
全
人
格
的
・
長
期
持

続
的
参
加
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
範
囲
の
み
が
組
織
の
境

界
と
し
て
意
識
さ
れ
、
『
ウ
チ
と
ソ
ト
』
の
は
っ
き
り
し
た
意
識
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
ま
た
、
全
人
格
・
長
期
持
続
的
な
参
加
と
な

れ
ば
そ
札
に
必
然
的
に
年
功
制
的
な
分
配
が
誘
因
体
系
と
し
て
生
ず
る
こ

(

臼

)

と
に
な
る
」
Q

こ
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
は
所
属
と
契
約
の

二
つ
の
特
性
を
持
ち
、
欧
米
企
業
は
契
約
的
性
格
が
強
く
所
属
的
性
格
は

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

弱
い
の
に
対
し
、
日
本
企
業
は
所
属
的
性
格
が
強
く
契
約
的
性
格
は
弱

い
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、

J
タ
イ
プ
組
織
、

z

タ
イ
プ
組
織
、

E
社
の
共
通
特
徴
で
あ
る
①
終
身
雇
用
、
②
遅
い
人
事
考

課
と
昇
進
、
①
非
専
門
的
な
昇
進
コ

l
ス
、
④
集
団
に
よ
る
意
思
決
定
、

①
人
に
対
す
る
全
面
的
な
関
わ
り
、
の
五
点
は
、
ほ
と
ん
ど
が
所
属
型
組

織
の
特
徴
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
Q

一
二
戸
教
授
は
、
非
専
門
的
な
昇

進
コ

i
ス
、
集
団
に
よ
る
意
思
決
定
の
二
点
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
こ
れ
ら
が
所
属
型
組
織
の
特
徴
で
あ
る
か
否
か
明
確
な
判
断

は
で
き
な
い
@
し
か
し
、

J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社
の
共

通
点
は
、
所
属
的
性
格
が
強
い
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

さ
て
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社
の
行
動
成
果
は
高
く
良

好
で
あ
る
@
だ
が
、
所
属
的
性
格
の
強
い
組
織
は
み
な
行
動
成
果
が
高
い

と
一
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
五
社

(
L
社
と

y
社
を
除
く
)
の
所
属
的
性
格
の
強
弱
と
行
動
成
果
と
を
比
較
し
、
相
互

関
係
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
@

表
三

i
九
は
、
一
一
一
戸
数
授
が
提
示
し
た
所
属
型
組
織
の
諸
特
徴
で
あ
る
c

今
回
の
調
査
で
用
い
た
つ
一

0
項
目
の
う
ち
四
項
目
が
所
属
型
組
織
の
特
徴

と
対
応
す
る
の
で
、
こ
の
四
項
目
を
用
い
て
五
社
の
所
属
的
性
格
と
行
動

成
果
と
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
「
多
面
的
・
長
期
展
望
的

・
年
功
的
」
に
対
応
す
る
項
目
は
「
能
力
平
等
主
義
」
と
「
年
功
・
能
力

賃
金
」
の
二
項
目
に
あ
た
る
め
二
つ
の
平
均
値
に
よ
っ
て
比
較
し
た
。

表
一
ニ
|
九
に
よ
れ
ば
、
五
社
の
所
属
的
性
格
の
強
さ
は
、

E
社、

T
社、

九
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表 3-9

100 

50 

Y 

共同体志向

雇用保障

弾力的な職務
行動

義
賃
主
力
等
能
平
・
カ
功
能
年
金

所属型組織の特徴

く組織と個人の基本関
係>全人格的・全面的・
無限定的

く伝達体系>インフォー
マルが極めて重要

<オーソリティ>無関心
圏広い

<価値体系〉和

<誘因>多面的・長期展
望的・年功的

<参加期間>無限定的

<組織離脱>むずかしし、

<責任>動機主義

。

1 1 1 1 I 

l1  1 1 1 

|吋 7751601 75154.17 

1 114 ド
i11 2¥イ「

<目的>紅織維持中心

<紅織の境界〉明確

ゴ
ロィ
トJ

J1 
U 

平均値

5 位
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台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

所属

所属と契約

P
社、

N
社、

Y
社
の
煩
に
な
り
、
こ
れ
は
行
動
成
果
の
高
い
順
と
ほ
ぼ

対
応
す
る
。
こ
こ
か
ら
所
属
的
性
格
の
強
い
会
社
ば
行
動
成
果
も
高
い
傾

向
に
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
@

W
-
G
・
オ
オ
ウ
チ
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
を
I
B
M
等
の
一
流
企

業
と
同
様
に
Z
タ
イ
プ
組
織
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
軍
隊
を
所
属
的
性

格
の
最
も
強
い
組
織
で
あ
る
と
す
る
三
戸
教
授
の
主
張
と
一
致
す
る
の
は

偶
然
で
は
な
い
@
何
故
な
ら
ア
メ
リ
カ
陸
軍
が
ま
さ
に
所
属
型
組
織
で
あ

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

図
三
|
二
は
、
組
織
の
所
属
型
と
契
約
型
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
@
横
軸
は
所
属
的
性
格
、
縦
軸
は
契
約
的
性
格
を
意
味
す
る
@
J
タ

イ
プ
組
織
は
所
属
的
性
格
が
強
く
、
契
約
的
性
格
が
弱
い
の
で
J
点
に
あ

る
と
考
、
え
ら
れ
る
。

A
タ
イ
プ
組
織
は
契
約
的
性
格
が
強
く
、
所
属
的
性

格
が
弱
い
の
で

A
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
Q

で
は
台
湾
の
一
般
企
業
を

T
点
と
す
れ
ば
、
図
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
@
こ
れ
を
考
察

す
る
に
あ
た
っ
て
は
一
一
一
戸
教
授
の
分
析
方
法
を
採
用
し
、
台
湾
の
一
般
企

業
の
従
業
員
の
参
加
様
式
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
@

さ
て
、
一
二
戸
教
授
は
次
の
よ
う

ι述
べ
て
お
ら
れ
る
@

「
欧
米
の
場
合
に
は
、
労
働
者
は
企
業
と
の
聞
に
契
約
書
を
と
り
か
わ

す
@
労
働
者
は
企
業
に
、
自
己
の
労
働
力
を
特
定
の
条
件
の
も
と
に
売
り

会
社
は
そ
れ
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
と
い
う
売
買
契
約
を
す
る
。
労
働

時
間
・
職
務
内
容
・
賃
金
な
ど
が
契
約
書
の
内
容
を
な
す
。
日
本
の
企
業

も
ま
た
労
働
者
は
、
企
業
に
労
働
力
を
売
り
、
企
業
は
労
働
者
に
賃
金
を

支
払
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
契
約
関
係
が
存
在
し
て

図 3-2

一一一一
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い
る
@
だ
が
、
欧
米
と
同
じ
よ
う
に
契
約
関
係
が
純
粋
片
山
貴
か
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
今
な
お
、
多
く
の
会
社
が
新
入
社
員
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
は
誓
約
書
で
あ
る
@
会
社
に
対
し
て

『
一
日
一
入
社
い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
一
生
懸
命
に
働
さ
ま
す
@
会
社
に

対
し
て
不
都
合
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
、
会
社
に
御
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
場
合
に
は
、
保
証
人
と
も
ど
も
償
い
ま
す
』
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
を
保
証
人
と
も
ど
も
連
署
捺
印
し
て
提
出
す
る
の
で
あ
る
。
個
人

は
会
社
に
入
社
し
、
支
社
の
一
員
と
な
り
、
会
社
と
い
、
7
組
織
体
に
所
属

(
お
)

し
た
の
で
あ
る
」
。

一
般
に
台
湾
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
者
も
従
業
員
も
契
約
観
念
は
極

め
て
薄
く
、
欧
米
の
よ
う
に
企
業
と
契
約
書
を
と
り
交
わ
す
こ
と
を
し
な

い
。
従
っ
て
台
湾
企
業
の
契
約
的
性
格
ほ
J
タ
イ
プ
組
織
と
同
一
水
準
に

あ
り
、
非
常
に
弱
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
の
労
働
者
は
、

入
社
の
際
一
般
の
日
本
人
社
員
と
悶
じ
く
会
社
に
誓
約
書
と
身
元
保
誌
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

そ
し
て
、
そ
の
内
容
も
日
本
の
新
入
社

員
が
提
出
す
る
誓
約
書
と
身
元
保
証
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
T

グ
ル
ー
プ
の
誓
約
書
円
い
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
@
「
一
旦
入
社
し

ま
し
た
ら
、
会
社
に
勤
務
し
、
す
べ
て
の
規
則
を
守
り
、
一
生
懸
命
に
働

ら
き
、
命
令
に
服
従
し
、
秘
密
を
厳
守
し
、
誰
に
も
個
人
の
賃
金
を
申
し

ま
せ
ん
@
も
し
誓
約
書
に
違
反
す
れ
ば
、
規
定
に
し
た
が
い
厳
し
い
罰
を

受
け
、
何
の
異
議
も
申
し
た
て
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
誓
約
い
た
し
ま
す

H

ま
た

L
社
の
身
元
保
証
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。
「
品
開
一
社
の

規
則
に
違
反
し
、
貴
社
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
場
合
に
は
保
証
人

一
一一一

と
も
と
も
償
い
ま
す
」
@

こ
の
よ
う
に
台
湾
企
業
の
所
属
的
性
格
は
日
本
企
業
の
そ
れ
と
向
程
度

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
台
湾
の
労
働
者
は
強
い
「
仕
事
の
財

産
権
」
と
い
う
考
え
に
基
つ
い
て
、
様
々
な
企
業
聞
を
異
動
し
、
自
ら
よ

り
高
い
熟
練
を
身
に
つ
け
、
よ
り
よ
い
賃
金
、
よ
い
高
い
ポ
ス
ト
を
占
め
よ

う
と
す
る
a

こ
れ
は
誓
約
書
と
身
元
保
証
書
を
形
骸
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
@
従
っ
て
台
湾
企
業
の
所
属
的
性
格
は
J
タ
イ
プ
組
織
よ
り
弱
い
が
、

A
タ
イ
プ
組
織
よ
り
や
や
強
い
と
考
え
ら
れ
る
@
そ
と
で
図
三

l
ニ
の
中

で
は

T
点
に
台
湾
企
業
は
位
賞
す
る
と
言
え
よ
う
@
な
お
、

B
社
は
台
湾

企
業
で
あ
り
契
約
的
性
格
は

T
点
と
同
レ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
社

は
所
属
的
性
格
が
五
誌
の
中
で
最
も
強
パ
い
の
で
、
所
属
的
性
格
は
T
古川よ

り
一
高
い
Q

但
し
、
同
社
の
一
雇
用
保
惇
は
J
タ
イ
プ
組
織
よ
り
弱
い
た
め
、

所
属
的
性
格
も
J
タ
イ
プ
よ
り
弱
い
と
言
え
よ
う
@
E
社
ほ
国
三
|
二
の

E
点
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
@
Z
タ
イ
プ
組
織
の
所
属
的
位
格
は
E
点

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
契
約
的
性
格
は

A
タ
イ
プ
組
織
よ
り
弱
い
た
め
Z

点
に
位
置
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
分
析
か
ら
所
属
的
性
格
が
強
け
れ
ば
、
企
業
の
行
動
成

果
も
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
@
従
っ
て
如
何
に
企
業
の
所
属

的
性
格
を
強
化
す
る
か
、
す
な
わ
ち
如
何
に

T
点
か
ら
E
点
に
移
行
さ
せ

る
か
が
、
今
後
の
台
湾
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
一
吉
守
え
よ
う
。

回
、
台
湾
企
業
の
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法

」
れ
ま
で
の
分
析
で
会
社
が
行
動
成
果
を
高
め
よ
う
と
す
れ
ば
所
属
的
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性
格
を
強
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
@
し
か
し
、
所

属
型
組
織
へ
移
行
す
る
と
言
っ
て
も
、
異
な
る
価
値
観
、
異
な
る
労
働
市

場
の
も
と
に
あ
る
会
社
を
所
属
的
性
格
の
強
い
も
の
に
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
し
、
ま
た
一
元
的
で
も
な
い
。
台
湾
企
業
の
場
合
、
激
し
い
労

働
移
動
と
労
働
者
の
「
仕
事
の
財
産
権
」
の
観
念
が
、
所
属
型
組
織
へ
の

移
行
を
め
ぐ
っ
て
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

4
・
1

台
湾
に
お
け
る
ジ
ョ
ブ
・
ホ
ッ
ピ
ン
グ
の
問
題

台
湾
の
労
働
市
場
は
、
表
四
|
一
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
九
六
七

年
ま
で
は
労
働
力
供
給
過
剰
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
輸
出
加
工
産
業
を
中

心
と
し
た
経
済
発
展
に
伴
い
一
九
六
八
年
か
ら
は
労
働
力
不
足
が
生
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
一
九
八
二
年
ま
で
一
貫
し
て

労
働
力
不
足
の
状
態
は
続
い
て
い
る
@
ま
た
こ
れ
に
伴
っ
て
従
来
は
労
働

者
の
定
着
性
の
高
か
っ
た
分
野
に
お
い
て
も
激
し
い
労
働
移
動
が
惹
起
さ

れ
た
。表四

i
二
は
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
一

0
年
間
の
台

湾
と
日
本
に
お
け
る
産
業
別
の
就
・
離
職
率
の
統
計
で
あ
る
@
産
業
別
に

日
本
と
台
湾
の
労
働
移
動
率
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
金
融
、
保
険
、
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
は
日
台
と
も
同
じ
か
若
干
台
湾
が
低
い
。
卸
売
・
小
売

業
で
は
台
湾
は
日
本
の
二
倍
の
移
動
率
を
示
し
て
い
る
@
ま
た
建
設
業
、

製
造
業
な
ど
で
は
日
本
と
比
べ
て
二
倍
か
ら
三
倍
も
の
移
動
率
を
示
し
て

い
る
。
特
に
製
造
業
で
は
移
動
率
が
四

O
M
か
ら
五

O
M
に
も
及
び
、
こ

れ
は
年
間
で
全
製
造
業
就
業
人
口
の
約
半
分
が
転
職
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
Q

労
働
移
動
が
最
も
激
し
か
っ
た
と
さ
れ
る
日
本
の
高
度
成
長
期

一
一
二
六

に
お
い
て
さ
え
製
造
業
の
離
職
率
が
三

O
M前
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
台
湾
の
労
働
市
場
に
お
け
る
移
動
率
が
如
何
に
す
さ
ま
じ
い
も
の

で
あ
る
か
が
理
解
で
き
よ
う
@

こ
の
よ
う
な
台
湾
の
労
働
市
場
に
お
け
る
激
し
い
労
働
移
動
は
、
所
属

型
組
織
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
こ
つ
の
阻
害
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

川
従
業
員
の
忠
誠
心
と
愛
社
心
の
形
成
を
妨
げ
る
。

激
し
い
労
働
移
動
と
各
従
業
員
の
「
仕
事
の
財
産
権
」
の
観
念
に
よ
っ

て
企
業
に
お
い
て
は
短
期
雇
用
関
係
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
従
業

員
に
と
っ
て
企
業
は
仕
事
を
し
熟
練
を
獲
得
す
る
場
で
あ
る
と
観
念
さ

れ
、
企
業
の
存
続
・
発
展
に
は
関
心
は
示
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
従
業

員
の
参
加
様
式
は
、
所
属
型
組
織
に
お
い
て
み
ら
れ
る
全
人
格
的
・
無
限

定
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
部
分
的
・
限
定
的
な
そ
れ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
@
従
っ
て
企
業
に
対
す
る
忠
誠
心
や
愛
社
心
の
形
成
は
困
難
で
あ
る
@

川
労
使
関
係
の
安
定
を
臨
書
す
る
@

短
期
一
雇
用
関
係
の
も
と
で
は
、
従
業
員
と
企
業
の
関
係
は
、
共
同
の
利

益
の
た
め
に
企
業
発
展
に
努
め
る
と
い
う
発
想
を
伴
わ
な
い
た
め
、
従
業

員
と
企
業
の
聞
に
は
協
調
関
係
は
生
ま
れ
な
い
@
激
し
い
労
働
移
動
は
、

所
属
型
組
織
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
協
謂
的
労
使
関
係
を
成
立
せ
し
め
な

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
台
湾
の
労
働
市
場
に
お
け
る
激
し
い
労
働
移

動
は
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
を
め
ぐ
っ
て
常
に
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な



4
・
2

台
湾
企
業
の
階
層
別
分
類

台
湾
企
業
の
従
業
員
を
労
働
移
動
の
大
小
、
会
社
と
の
関
係
、
の
二
点

を
基
準
に
分
類
す
る
と
次
の
三
階
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
@

川
底
辺
階
層
@

非
大
卒
の
ブ
ル

i
・
カ
ラ

i
及
び
女
子
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。
中
間
管
理
者
に
な
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
@
労
働
移
動

率
は
囚
O
w
m
と
高
い
。
こ
の
措
置
憶
に
属
す
社
員
を
「
非
所
属
員
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
@

川
中
間
階
層

ほ
と
ん
ど
が
大
卒
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
一
定
期
間
(
二
年
か
ら
五

年
位
)
働
い
て
会
社
に
対
し
て
能
力
と
愛
社
心
を
示
せ
ば
、
中
間
管
理
職

へ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
昇
進
の
可
能
性
が
高
い
た
め
移
動
率
は
四

O
彪
以
下
と
「
非
所
属
員
」
よ
り
低
い
。
こ
の
階
層
に
属
す
社
員
を
「
準

所
属
員
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
@

川
最
上
階
層

す
べ
て
管
理
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
報
酬
は
「
準
所
属
員
」

よ
り
は
る
か
に
高
く
、
会
社
に
対
す
る
愛
社
心
も
強
い
。
労
働
移
動
率
は

五
wm
以
下
と
低
く
、
会
社
の
中
堅
幹
部
を
な
し
て
い
る
@
こ
の
階
層
に
属

す
社
員
を
「
所
属
員
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
@

台
湾
企
業
の
従
業
員
は
以
上
の
よ
う
に
一
二
階
層
を
な
し
、
階
層
別
に

「
非
所
属
員
」
、
「
準
所
属
員
」
、
「
所
属
員
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
が
、
こ
れ

ら
三
者
の
構
成
に
基
い
て
企
業
を
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
す
な
わ
ち
、
「
所
属
員
」
だ
け
か
ら
な
る
「
単
層
型
企
業
」
、
「
所

台
・
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

属
員
」
と
「
準
所
層
員
」
か
ら
な
る
「
二
階
層
型
企
業
」
、

と
も
含
む
「
三
階
層
型
企
業
」
の
三
タ
イ
プ
で
あ
る
@

こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
の
企
業
を
よ
り
詳
し
く
み
て
み
よ
う
@

「
三
階
層
型
企
業
」
は
、
更
に
ニ
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
@
一
つ
は

製
造
業
@
例
え
ば

T
社、

P
社、

Y
社
が
あ
げ
ら
れ
る
(
図
四
l
一
ω
Y
こ

れ
ら
の
会
社
の
「
非
所
属
員
」
は
、
ブ
ル

1
・
カ
ラ
!
と
高
卒
の
女
性
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
で
あ
る
@
彼
ち
は
中
間
管
理
職
へ
昇
進
す
る
機
会
を
持

た
ず
、
「
準
所
属
員
」
と
の
聞
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
@
た
と
え
ば

T
社
の
よ
う
に
職
員
昇
進
試
験
制
度
を
備
え
て
い
る
会
社
で
も
ブ
ル

i
・

カ
ラ
i
は
職
員
に
昇
進
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
@
ま
た
昇
進
試
験
に

合
格
し
て
も
中
間
管
理
層
に
昇
進
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
い
。
「
準
所

属
員
」
は
ほ
と
ん
ど
大
卒
男
性
社
員
で
あ
り
、
「
所
属
員
」
の
候
補
生
で
あ

る
。
彼
ら
は
四
、
笠
年
会
社
で
働
け
ば
ほ
と
ん
ど
が
「
所
属
員
」
に
な
れ
る
。

こ
の
四
、
五
年
は
試
周
期
間
あ
る
い
は
訓
練
期
間
と
し
て
社
員
の
能
力
と

忠
誠
心
を
試
す
と
同
時
に
、
社
員
育
成
の
意
味
を
持
つ
@
こ
れ
ら
の
会
社

で
は
教
育
・
訓
練
制
度
を
整
備
し
て
い
る
の
で
、
新
入
「
準
所
属
員
」
は

会
社
で
二
一
年
間
教
育
・
訓
練
を
受
け
れ
ば
他
の
中
小
企
業
か
ら
よ
り
良
い

条
件
で
又
カ
ウ
卜
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
@
従
っ
て
労
働
移
動
率
は
三

C
M

台
の
水
準
に
な
る
@
も
し
転
職
ま
た
は
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
な
い
場
合
は
、
ほ

と
ん
ど
が
中
間
管
理
職
に
昇
進
し
、
「
所
属
員
」
と
な
る
。
「
所
属
員
」
は

権
力
を
掌
握
し
、
報
酬
も
「
準
所
属
員
」
の
そ
れ
土
り
は
る
か
に
高
い
Q

ま
た
会
J

仕
に
対
す
る
忠
誠
心
が
極
め
て
高
く
、
会
社
の
利
害
は
個
人
の
そ

れ
に
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
@

そ
し
て
三
者

一
一
二
七
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ま
た
「
コ
一
階
層
型
企
業
」
に
は
も
、
コ
一
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
@
販
売
会

社
で
、
例
え
ば

L
社
が
あ
げ
ら
れ
る
(
図
四
一
日
間
〉
。
こ
の
よ
う
な
会
社

の
「
非
所
属
員
」
は
新
入
営
業
社
員
で
あ
る
@
彼
ら
は
セ
ー
ル
ス
・
マ
シ

を
し
な
が
ら
転
職
の
機
会
を
狙
っ
て
お
り
、
台
湾
に
お
い
て
最
も
労
働
移

動
の
激
し
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
。
「
準
所
属
員
」
は
中
間
管
理
職
で
あ
り
、

製
造
業
の
「
準
所
属
員
」
と
異
な
り
大
卒
者
で
は
な
く
、
営
業
か
ら
昇
進

し
た
階
層
で
あ
る
@
従
っ
て
「
非
所
属
員
」
と
「
準
所
属
員
」
と
の
聞
に

は
製
造
業
に
お
け
る
よ
う
な
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
見
ら
れ
な
い
@
会
社
ば
「
準
所

属
員
」
に
対
し
て
販
売
能
力
と
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
の
訓
練
の
他
に
彼
ら

の
忠
誠
心
を
絶
え
ず
テ
ス
ト
す
る
@
二
年
間
の
い
わ
ば
試
周
期
間
中
に
能

力
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
自
発
的
に
退
職
す
る
が
、
も
し
認
め
ら
れ
れ
ば

営
業
部
責
任
者
に
昇
進
し
て
「
所
属
員
」
と
な
る
Q

製
造
業
の
タ
イ
プ
と

同
様
に
絞
ら
は
権
力
、
報
酬
と
も
に
「
準
所
属
員
」
よ
り
高
く
、
会
社
に

対
す
る
忠
誠
心
も
高
い
。

「
二
階
層
型
企
業
」
は
「
準
所
属
員
」
と
「
所
属
員
」
か
ら
な
り
、

「
非
所
属
員
」
は
含
ま
れ
な
い
@
例
え
ば

N
社、

S
社、

E
社
が
こ
れ
に

該
当
す
る
(
図
四
i
一
一
則
三
こ
れ
ら
の
会
社
は
す
べ
て
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

り
、
性
別
に
関
係
な
く
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
大
卒
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

日
系
企
業
N
社
の
女
性
社
員
は
、
「
準
所
属
員
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
「
所
属
員
」
へ
の
昇
進
は
難
し
く
、
ま
た
賃
金
面
で
も
男
性
社

員
と
の
間
に
差
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
@
こ
れ
は
日
本
企
業
の

慣
行
か
ら
説
明
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
@
他
の
二
社
の
女
位

「
準
所
属
員
」
は
、
男
性
「
準
所
属
員
」
と
同
様
に
二

i
五
年
を
経
て

入

「
所
属
員
」

(
N
社
女
性
社
員
を
除
く
〉
に
昇
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て
い
る
。
昇
進
の
基
準
は
、
片
勤
続
年
数
、
同
愛
社
心
、

同
能
力
の
順
で
あ
る
。
ま
た
「
所
属
員
」
は
資
本
参
加
も
行
っ
て
い
る
@

「
単
層
型
企
業
」
は
「
所
属
員
」
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
@
こ
の
タ

イ
プ
は
台
湾
で
は
極
め
て
少
な
く
、
シ
社
が
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
(
図
囚

l
一
一
間
三
こ
の
会
社
は
、
大
学
か
ら
推
薦
さ
れ
た
新
卒
者
を
採
用
す
る
。

新
入
社
員
は
直
ち
に
「
所
属
員
」
と
見
な
さ
れ
る
@
彼
ら
は
利
潤
参
加
だ

け
で
な
く
、
資
本
参
加
も
行
う
@
ま
た
愛
社
心
は
「
三
階
層
型
企
業
」
や

「
二
階
層
型
企
業
」
の
新
入
社
員
よ
り
は
る
か
に
高
い
。

4
・
3

台
湾
企
業
に
お
け
る
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法

台
湾
企
業
に
お
い
て
行
動
成
果
を
高
め
よ
う
と
す
れ
ば
所
属
的
性
格
を

強
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
台
湾
企
業
は
激

し
い
労
働
移
動
の
中
に
あ
る
し
、
ま
た
労
働
者
の
「
仕
事
の
財
産
権
」
の

観
念
も
強
い
。
そ
し
て
各
企
業
ご
と
に
異
な
る
階
層
構
造
を
有
す
た
め
所

属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で
調
査
対
象
企
業
七

社
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方
法
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
る
所
属
的
性
格
強
化
の
方
法
を
提
示
し
て
み
よ

、叶ノ

H

新
卒
採
用

七
社
の
う
ち
新
卒
採
用
を
実
施
し
て
い
る
の
は
シ
社
と
E
社
で
あ
る
@

こ
れ
ら
二
社
の
社
員
の
行
動
成
果
ば
他
の
五
社
の
社
員
の
そ
れ
よ
り
は
る

か
に
高
い
。
特
に
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
労
働
意
欲
、
弾
力
的
な
職
務

行
動
、
の
三
項
目
に
関
し
て

E
社
は
一

O
O
の
値
が
で
て
お
り
、
他
の
五
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社
と
比
較
し
て
圧
倒
的
な
高
さ
を
示
し
て
い

る
Q

E
社
は
創
立
さ
れ
た
際
、
新
卒
採
用
を
行
な

わ
な
か
っ
た
が
、
五
六
年
後
に
は
中
途
採
用

者
が
企
業
の
経
営
理
念
と
ど
う
し
て
も
合
わ
な

い
た
め
に
新
卒
採
用
に
転
換
し
た
9
E
社
で
の

イ
シ
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
新
卒
者
は
中
途
採
用
者

よ
り
会
社
の
規
律
・
文
化
・
理
念
に
な
じ
み
や

す
い
だ
け
で
な
く
、
労
働
意
欲
も
は
る
か
に
高

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
@

乙
れ
に
対
し
て

Y
社
は
一
九
八
四
年
以
前
に

は
新
卒
者
ど
け
を
採
用
し
て
い
た
が
、
会
社
の

財
務
危
機
で
社
員
の
転
職
が
み
ら
れ
た
た
め
、

中
途
採
用
方
式
に
転
換
さ
れ
た
。
同
社
社
長
は
、

中
途
採
用
者
は
新
卒
者
よ
り
行
動
成
果
が
高
い

点
を
指
摘
し
て
い
る
@
表
四

i
四
は
、
同
社
社

長
が

S
社
と
シ
社
相
方
の
社
員
の
行
動
成
果
を

比
較
評
価
し
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ

の
表
を
み
る
と
、
労
働
意
欲
の
項
目
を
除
く
他

の
五
項
目
す
な
わ
ち
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

技
術
向
上
、
チ
ー
ム
・
ワ

1
ク
、
弾
力
的
な
職

務
行
動
、
定
着
性
、
に
関
し
て

S
社
社
員
の
評

価
の
方
が
高
い
。
し
か
し
同
社
の
経
営
失
敗
の

一
三
九
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表 4-3

-一一一千一一一一一 一査で棄
行動成果 一一~一一一一一

{直

組織ユミットメント

弾力的な職務行動

均

協調的労使関係

テ}ム・ワーク

勤怠・規律

技能意欲

労働意欲

定着性

平

S社とSI社の行動成果の比較

一一一 企業:

表 4-4

。
社S' 社

50 

S 
行動成果

組織ユミットメント

100 

。
50 

50 

労働:き欲

技能向上

50 100 チーム・ワーク

50 100 弾力的な職務行動

50 

100 

100 定着性

勤怠、・視律

一因。
。

43.75 値

協調的労使関係

均、F



主
要
な
原
因
は
財
務
悪
化
の
た
め
で
あ
り
、
必
ず
し
も
新
卒
採
用
に
そ
の

原
因
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
S
社
の
社
員
二
人
の
回
答
を
み
れ

ば
、
そ
の
行
動
成
果
は
E
社
に
次
い
で
二
番
目
に
位
置
す
る
。
従
っ
て
新

卒
採
用
は
台
湾
企
業
に
お
い
て
社
員
の
会
社
に
対
す
る
所
属
意
識
を
強
め

る
有
効
な
方
法
と
言
え
よ
う
@

し
か
し
、
企
業
が
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
新
卒
採
用
を
行
え
ば
、
膨
大

な
教
育
・
訓
練
費
用
が
か
か
り
、
当
面
は
利
益
が
あ
が
ら
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
従
っ
て
会
社
の
設
立
当
初
は
経
験
者
を
採
用
し
た
方
が
良
い

で
あ
ろ
う
@
そ
し
て
制
度
が
確
立
し
た
後
に
新
卒
採
用
に
変
更
す
る
方
が

教
育
・
訓
練
費
用
の
無
駄
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
@

同
新
入
社
員
合
宿
訓
練

七
社
の
う
ち
T
社
だ
け
が
日
本
企
業
と
同
様
に
新
入
社
員
合
宿
訓
練
を

行
な
っ
て
い
る
。
訓
練
は
新
入
社
員
に
会
社
の
一
般
規
則
を
教
え
、
忠
誠

心
と
服
従
心
を
養
成
し
、
会
社
の
文
化
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
こ
の
新
入
社
員
合
宿
訓
練
は
、
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
が
強
く
、
ま

た
所
属
的
性
格
の
強
い
社
員
を
育
成
す
る
た
め
に
今
後
台
湾
企
業
で
実
施

す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

同

契

約

あ
る
会
社
で
は
、
社
員
を
長
期
間
働
か
せ
る
た
め
に
社
員
と
契
約
を
交

わ
し
、
入
社
後
一
定
期
間
を
経
な
け
れ
ば
退
職
は
許
さ
ず
、
契
約
に
違
反

す
る
と
一
定
額
の
違
約
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け
て

い
る
@
し
か
し
、
た
と
え
会
社
が
社
員
と
契
約
を
交
し
て
い
て
も
退
職
し

た
い
社
員
を
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
し
無
理
に
と
ど
ま
ら
せ
て
も

台
湾
に
お
け
る
「
臼
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

労
働
意
欲
を
ひ
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
契
約
に
よ
っ
て
社
員

を
長
期
間
働
か
せ
る
こ
と
は
現
実
的
に
無
理
が
あ
る
と
言
え
よ
う
@

同
選
考
を
厳
し
く
す
る
こ
と

台
湾
の
一
般
企
業
で
は
選
考
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
簡
単
で
あ
る
@
ブ
ル

ー
・
カ
ラ

i
の
採
用
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
一
度
の
面
接
で
決
定
さ
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
!
の
場
合
で
す
ら
筆
記
試
験
と
面
接
を
そ
れ
ぞ
れ
一
度
行

う
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
定
の
仕
事
に
対
す
る
遂
行
力
を
選
考
基
準

に
す
る
Q

日
本
企
業
の
よ
う
に
一
定
の
時
間
を
か
け
て
全
人
格
的
な
も
の

を
基
準
に
し
て
社
員
を
選
考
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
従
っ
て
、
会
社
の
経

営
場
念
と
必
ず
し
も
合
わ
な
い
人
を
も
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
@
こ
の
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
仕
事
の
遂
行
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
応
募
者
の

人
間
性
を
基
準
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
忠
わ
れ
る
ω

ゆ
内
部
昇
進

N
社
と

Y
社
を
除
く
五
社
で
は
完
全
な
内
部
昇
進
が
行
な
わ
れ
て
い

る。

N
社
は
設
立
後
二
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
た
め
に
内
部
の
み
で
適
切

な
人
材
を
調
達
で
き
ず
、
外
部
か
ら
経
験
者
を
採
用
し
て
管
理
職
に
つ
か

せ
て
い
る
@
ま
た

Y
社
で
は
外
部
か
ら
頻
繁
に
人
材
を
登
用
す
る
た
め
こ

れ
が
社
員
の
所
属
意
識
を
弱
化
さ
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
内
部

昇
進
は
社
員
の
所
属
意
識
を
強
化
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。
内
賃
金
水
準

高
水
準
の
賃
金
は
、
台
湾
労
働
者
の
会
社
に
対
す
る
所
属
意
識
を
強
化

す
る
最
も
重
要
な
方
法
と
言
え
る
Q

表
四

l
五
に
よ
る
と
台
湾
地
区
労
働

四
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台湾地区転職者の離職の理由

1979年 1980年 1981年
転職する原因

ffri 1 t 151 I~与jき|9杉 % % 

解雇 7 1. 21 10 1. 73 20 3.54 

私的な理由による離職 370 65.71 398 69.99 373 64.42 

転勤 14 2.41 15 2.58 17 2.91 

自営業転職 82 14.60 75 13.18 101 17.37 

家内労働への就業 48 8.58 31
1 

5.53 27 4.74 

その他 42 7.48 40' 6.99 41 7.02 

表 4-5
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l 5631川刊計合

台湾地区における私的な理由による転職

!1昨 1帥 1
1
1四981

人数|似 1人数|似|人数|
(人) 1 沼 1 (人)i 70 (人)I 

叫 33.59

表 4-6

(出所〕

% 

29.27 111 33.22 132 賃金に対する不満

26.98 101 26.75 107 28.50 105 就業地域を変えたい

6.61 25 6.72 27 6.36 24 労働時間過長

6.32 

3.10 

2.75 

24 

10! 

12 

4.57 
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7.70 

2.93 
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5.041 
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「副叫ん川

9.69 
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者
の
離
職
の
原
因
は
、
解
雇
一
に
よ
る
も
の
の
比
率
が
極
め
て
小
さ
く
、
全

体
の
約
三
%
し
か
占
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
私
的
な
理
由
に
よ
る

離
職
は
六
五
%
を
占
め
る
。
そ
の
理
由
を
更
に
分
析
す
る
と
表
四
|
六
で

明
、
り
か
な
よ
う
に
賃
金
に
対
す
る
不
満
が
一
番
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

E
社
は
、
社
員
の
愛
社
心
を
強
め
、
定
着
性
を
高
め
る
た
め
に
全
社
員

の
賃
金
水
準
を
他
の
会
社
よ
り
三

O
M
m
か
ら
一
0
0
%
も
高
く
し
て
い

る
@
こ
こ
で
生
じ
る
高
賃
金
に
よ
る
コ
ス
ト
高
の
問
題
は
社
員
の
高
い
労

働
意
欲
と
そ
れ
に
基
く
生
産
性
の
増
大
に
よ
っ
て
解
消
し
て
い
る
こ
と
は

注
員
に
値
す
る
@
同
社
社
員
は
常
に
自
発
的
に
残
業
を
行
な
っ
て
い
る
@

正
月
休
み
で
も
必
ず
一
部
の
社
員
は
勤
務
に
つ
く
。
そ
の
強
い
忠
誠
心
と

労
働
意
欲
は
、
会
社
の
高
い
賃
金
水
準
に
対
す
る
社
員
の
一
種
の
報
恩
と

考
え
ら
れ
よ
う
@

同
経
営
参
加

台
湾
企
業
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
利
潤
参
加
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
従
業
員
の
資
本
参
加
と
意
思
決
定
参
加
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て

い
な
い
。
資
本
参
加
と
意
思
決
定
参
加
は
従
業
員
の
所
属
意
識
を
強
化
す

る
一
つ
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
@
そ
し
て
、
単
に
社
員
の
愛
社
心
を
高
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
社
員
の
労
働
意
欲
を
も
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
@

従
っ
て
、
経
営
参
加
の
積
極
的
な
導
入
は
台
湾
企
業
に
と
っ
て
の
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う

的
男
女
区
別
・
差
別

台
湾
企
業
で
は
女
性
社
員
に
会
人
格
的
、
全
面
的
、
無
限
定
的
な
参
加

を
要
求
す
る
こ
と
は
難
し
い
@
こ
れ
に
対
し
て
企
業
側
で
は
四
つ
の
方
法

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

で
対
処
し
て
い
る
。

ω
女
性
社
員
を
全
く
採
用
し
な
い
。
例
え
ば
T
社。

ω
女
性
社
員
を
臨
時
社
員
と
し
て
採
用
す
る
@
高
学
臆
女
性
社
員
の

場
合
反
発
が
予
想
さ
れ
る
の
で
高
卒
女
性
に
限
定
し
て
採
用
し
て
い
る
@

例
え
ば

P
社。

川
女
性
社
員
を
採
用
す
る
が
、
幹
部
社
員
と
は
見
な
さ
ず
昇
進
の
機

会
を
与
え
な
い
a

例
え
ば

N
社。

仙
女
性
社
員
を
二
階
層
に
分
け
る
。
一
般
女
性
社
員
は
子
供
が
で
き

れ
ば
直
ち
に
解
雇
さ
れ
る
。
女
性
管
理
者
は
、
中
堅
幹
部
と
み
な
さ
れ
、

子
供
が
で
き
て
も
解
一
康
一
さ
れ
な
い
@
例
え
ば
E
社。

台
湾
の
女
性
社
員
は
常
に
会
社
よ
り
家
庭
を
大
事
に
す
る
た
め
会
社
に

対
す
る
所
属
的
性
格
は
弱
い
@
こ
れ
へ
の
対
応
を
企
業
は
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
労
働
基
準
法
に
男
女
区
別
・
差
別
の
撤
廃
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め

今
後
女
性
社
員
を
ど
の
よ
う
に
あ
っ
か
う
か
が
台
湾
企
業
に
と
っ
て
一
つ

の
大
き
沿
問
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
む
す
び

本
稿
で
は
台
湾
企
業
七
社
の
実
態
調
査
に
基
き
、
い
わ
ゆ
る
日
本
的
労

務
管
理
の
台
湾
に
お
け
る
適
応
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
た
。
特
に
日

本
的
労
務
管
理
を
台
湾
企
業
に
導
入
す
る
必
要
性
な
ら
び
に
そ
の
実
現
可

能
性
を
調
査
結
果
を
も
と
に
分
析
し
た
。

ま
ず
調
査
対
象
に
し
た
七
社
で
臼
本
的
労
務
管
理
の
特
徴
と
旦
一
一
一
同
わ
れ
る

よ
う
な
管
理
様
式
が
ど
れ
だ
け
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
た
@
そ
の
う

四



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
二
号
ハ
一
九
八
五
年
)

ち

E
社
で
は
、
日
本
企
業
と
極
め
て
類
似
し
た
管
理
方
式
が
と
、
り
れ
て
い

る
。
そ
し
て
日
本
的
労
務
管
理
方
式
と
共
通
す
る
行
動
様
式
を
強
く
有
す

E
社
が
行
動
成
果
に
お
い
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
わ
れ
わ
れ
は
日
本
的
労
務
管
現
方
式
の
採
用
と
企
業
の
行
動
成
果
と
の

関
係
は
比
例
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
の
も
と
に
、
行

動
様
式
と
行
動
成
果
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
『
セ
オ
リ
ー

z』
で

示
さ
れ
た
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
と
台
湾
企
業
E
社
の
組
織
比

較
を
行
っ
た
。

W
-
G
・
オ
オ
ウ
チ
教
授
の
『
セ
オ
リ
ー

z』
で
は
、
一
般
の
日
本
企

業
を
J
タ
イ
プ
組
織
と
呼
び
、
こ
の
J
タ
イ
プ
組
織
と
ほ
ぼ
似
た
特
徴
を

有
す
ア
メ
リ
カ
企
業
を
Z
タ
イ
プ
組
織
と
名
づ
け
て
い
る
@
具
体
的
に
は

I
B
M
、
p
&
G
、
ヒ
ュ

l
レ
y

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・

コ
ダ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
陸
車
な
ど
が
Z
タ
イ
プ
組
織
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
み
な
超
一
流
企
業
で
極
め
て
高
い
経
営
成
果
を
あ
げ
て
い
る
Q

そ
こ

で
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ
イ
プ
組
織
と

E
社
の
共
通
す
る
特
徴
を
み
る
と

H
終
身
雇
用
、
同
非
専
門
的
な
昇
進
コ

l
ス
、
伺
遅
い
人
事
考
課
と
昇
進

国
集
団
に
よ
る
意
思
決
定
、
同
人
に
対
す
る
全
面
的
な
関
わ
り
、
の
五
点

が
指
摘
で
き
る
@
こ
の
五
項
目
を
基
準
に
し
て
、
企
業
の
行
動
様
式
と
行

動
成
果
の
栢
互
関
係
を
究
明
す
る
た
め
、
一
丹
ぴ
調
査
企
業
五
社

(
L
社
と

シ
社
は
除
く
)
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
呆
、
J
タ
イ
プ
組
織
、

Z
タ

イ
プ
組
織
、

E
社
に
共
通
す
る
特
徴
を
強
く
有
す
企
業
ほ
ど
経
営
成
果
も

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
に
J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
、

E
社
の
五
つ
の
共
通
特
徴
が
何
を
意
味

一
四
四

す
る
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
三
戸
公
教
授
の
「
所
属
型
組
織
・
契
約
型

組
織
」
の
理
論
を
援
用
し
て
分
析
を
行
っ
た
@
こ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
組

織
へ
の
個
人
の
参
加
様
式
、
組
織
と
個
人
と
の
基
本
的
関
係
の
タ
イ
プ
と

し
て
、
契
約
型
と
所
属
型
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
る
@
諸
個
人
が

契
約
に
基
づ
い
て
組
織
を
形
成
し
、
組
織
を
成
立
せ
し
め
て
い
れ
ば
契
約

型
組
織
と
な
り
、
個
人
が
組
織
に
所
属
す
る
と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
れ

ば
そ
の
組
織
は
所
属
型
組
織
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
軍
隊
は
所
属

型
で
あ
る
し
、
企
業
は
契
約
型
組
織
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
企
業
は

契
約
的
性
格
が
強
く
、
所
属
的
性
格
が
弱
い
の
に
対
し
、
日
本
企
業
は
所

属
的
性
格
が
強
く
、
契
約
的
性
格
は
弱
い
@
そ
こ
で
所
属
型
組
織
の
特
徴

と
J
タ
イ
プ
、

Z
タ
イ
プ
、

E
社
の
共
通
す
る
特
徴
を
対
応
さ
せ
て
行
動

様
式
と
行
動
成
果
の
関
係
を
み
た
結
果
、
所
属
的
性
格
の
強
い
企
業
ほ
ど

行
動
成
呆
も
す
く
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
@
J
タ
イ
プ
組

織、

Z
タ
イ
プ
組
織
、

E
社
は
み
な
所
属
的
性
格
の
強
い
組
織
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
従
っ
て
所
属
的
性
格
が
強
い
程
、
経
営
成
果
も
宣
聞
い
こ
と
が

結
論
づ
け
ら
れ
る
。

今
回
調
査
し
た
台
湾
企
業
の
経
営
者
は
、
企
業
の
経
営
成
呆
を
高
め
る

た
め
に
は
企
業
の
所
属
的
性
格
を
強
化
し
た
方
が
良
い
こ
と
を
理
論
的
に

認
識
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

経
営
強
化
の
方
法
を
み
て
み
る
と
、
実
際
に
は
企
業
を
所
属
型
組
織
へ
移

行
さ
せ
る
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
@
各
企
業
は
、
台
湾

の
激
し
い
労
働
移
動
と
労
働
者
の
「
仕
事
の
財
産
権
」
を
考
慮
に
入
れ
つ

つ
、
様
々
な
移
行
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
@
但
し
、
あ
る
方
法
は
成
功



し
た
が
他
の
方
法
は
失
敗
し
た
@
成
功
し
た
方
法
は
、
「
新
卒
採
用
」
、
「
新

入
社
員
合
宿
訓
練
」
、
「
選
考
を
厳
し
く
す
る
こ
と
」
、
「
内
部
昇
進
」
、
「
賃

金
水
準
を
高
め
る
こ
と
」
、
「
経
営
参
加
」
、
「
男
女
区
別
・
差
別
」
で
あ

り
、
失
敗
し
た
方
法
は
「
契
約
に
よ
っ
て
従
業
員
の
定
着
性
を
高
め
る
こ

と
」
で
あ
る
。

台
湾
人
は
契
約
の
意
識
が
薄
く
、
そ
し
て
有
力
な
組
合
も
組
織
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
欧
米
の
よ
う
な
契
約
型
組
織
の
企
業
は
成
立
し
に
く
い
。
換

ユ
一
一
目
す
れ
ば
台
湾
企
業
は
欧
米
企
業
よ
り
も
所
属
型
組
織
に
移
行
し
や
す
い

と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
今
後
台
湾
企
業
が
経
営
成
果
を
高
め
よ
う
と
す

れ
ば
、
台
湾
の
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
所
属
型
組
織
へ
の
移
行
方

法
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

門注〕
ハ
1
〉
小
池
和
男
『
職
場
の
労
働
組
合
と
参
加
労
資
関
係
の
日
米
比
較
』
東
洋
経

済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
0

・
加
護
野
・
野
中
・
榊
原
・
奥
村
『
日
米
企
業
の
経

営
比
較
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
。
岡
山

E
E『
C
E
F
M
Z宮
、
主
-

s。
旬
、
。
。
室
、
ぬ
ミ
・

C

∞-p・
H
D
吋
由
・
〔
端
信
行
訳
『
ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ
!
ズ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
λ

一
年
。
参
照
。

(

2

)

当
日
E
B
の
-
C
S
H
H
Y
M
3
p
g
ミ

N
・
3
2・
〔
徳
山
一
一
郎
訳
『
セ
オ
リ

!
Z
』

C
B
S
ソ
ニ

I
、
}
九
八
一
年
〕
。
佐
久
間
賢
『
日
本
的
経
営
の
国
際

性
』
有
斐
閣
、
}
九
八
三
年
。
宍
戸
寿
雄
『
日
本
企
業
イ
ン

U
S
A
-
日
本
的

経
営
の
可
能
性
を
き
ぐ
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八

O
年
。
参
照

(

3

)

漬
口
恵
俊
・
公
文
俊
平
編
『
日
本
的
集
団
主
義
』
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年

所
収
、
三
戸
公
稿
「
組
織
の
日
本
型
モ
デ
ル
と
欧
米
型
モ
デ
ル
」
を
参
照
。

(
4
〉
「
仕
事
の
財
産
権
」
に
つ
い
て
白
井
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

台
湾
に
お
け
る
「
日
本
的
労
務
管
理
」
の
適
応
性

る
。
「
8

仕
事
の
財
産
権

o
c。U
胃
8
2
q
弘
明
伊
丹
〉
と
は
、
仕
事
と
そ
れ

を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
技
能
は
、
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
い
た
労
働
者
個
人
に

簿
積
さ
れ
ろ
財
産
だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
」
。
白
井
泰
四
郎
『
現
代
日
本
の
労

務
管
理
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
二
年
。
八
二
ペ
ー
ジ
。

(
5
〉
斉
藤
茂
一
編
『
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
人
事
管
理
の
指
針
l
一
貫
し
た
人
事

管
理
に
関
す
る
事
例
研
究
報
告
』
高
年
齢
者
雇
用
開
発
協
会
、
一
九
八
一
二
年
。

四
l
六
ペ
ー
ジ
。
二
二
三

l
二
二
七
ペ
ー
ジ
。

(

6

)

日
本
労
働
協
会
編
『
わ
が
国
海
外
進
出
企
業
の
労
働
問
題
l
台
湾
』
日
本

労
働
協
会
、
一
九
七
五
年
。
二
三
七

l
二
回
三
ペ
ー
ジ
。

〔
7
)

内
部
労
働
市
場
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
ロ
。
。
ユ
回
向
旬
、
可
・
出
・

g品
目
。
円
0
・
冨
・
』
・
L

『
ミ
ミ
ミ
ミ

h
n
N
b
ミ
』
念
、
除
、
な

g
k
』h
Q
声
、
。
号
、

h
喜
々
た
p
り
の
・
回
目
丘
町
-
H
S
H
・
島
田
晴
雄
『
労
働
経
済
学
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
』
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
七
七
年
。
西
川
俊
作
『
労
働
市
場
』
日
経
文

庫
、
一
九
八

O
年
。
今
井
・
伊
丹
・
小
池
「
内
部
組
織
の
経
済
学
」
東
洋
経
済

新
報
社
、
一
九
八
二
年
。
井
上
詔
一
ニ
『
内
部
労
働
市
場
の
再
検
討
』
『
日
本
労

働
協
会
雑
誌
』
一
九
七
六
年
九
月
号
等
を
参
照
。

(

8

)

台
湾
企
業
の
ポ
ス
ト
名
称
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
日
本
企
業
の
そ
れ

と
対
比
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
ま
た
ポ
ス
ト
の
上
下
順
位
も
企
業
に
よ

っ
て
異
な
る
。
し
か
し
試
み
に
日
台
企
業
の
ポ
ス
ト
名
称
を
対
応
さ
せ
る
と
次

の
よ
う
な
図
に
な
る
。

一
四
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
二
号
ハ
一
九
八
五
年
)

一
四
六

日台企業ポスト名称の比較

樫計士竺湾企業でのポスト

ー1EJ
里f'同長，

二;FL
経理，課長，主任，高
級寺員，専員

分組長

琢領

長

長

長

任

長

W
仇
M
F

金
口

次

課

係

主

玉

職

(

9

)

中
華
民
国
「
工
会
法
」
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
第
六
条

同
一
区
域
或
は
同
一
工
場
の
年
齢
満
二

O
歳
以
上
の
同
一
産
業
労
働
者
、
或
は

同
一
区
域
で
同
一
職
業
の
年
齢
満
ニ

O
歳
以
上
の
労
働
者
が
コ
一

O
人
以
上
記
る

と
き
は
法
の
定
め
に
依
り
産
業
工
会
或
は
職
業
工
会
を
組
織
す
べ
し
」
。

(
印
)
中
華
民
国
「
労
資
糾
紛
処
理
法
」
は
次
の
よ
う
に
し
て
規
定
し
て
い
る
。

「
第
七
条
雇
主
或
ほ
労
働
者
は
労
資
評
断
委
員
会
の
評
断
を
経
る
以
前
に
停

業
・
工
場
閉
鎖
或
は
罷
工
・
怠
工
を
為
す
こ
と
を
得
ず
」
。

(
日
〉
漬
口
‘
公
文
、
前
掲
書
、
一

O
七
ベ
ー
タ
。

(
刊

μ
〉
演
口
・
公
文
、
前
掲
書
、
一
ニ
ニ

l
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
潰
口
・
公
文
、
前
掲
書
、
一
。
八

l
一
。
九
ペ
ー
ジ
。




